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馬
琴
読
本
の
平
仮
名
字
体

―
―
『
月
氷
竒
縁
』『
椿
説
弓
張
月
』『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
を
資
料
に
―
―

市
　
地
　
　
　
英

1

　

近
世
の
平
仮
名
字
体
の
研
究
は
、
浜
田
啓
介
（
一
九
七
九
）
で
時
代
を
下
る

に
つ
れ
て
収
斂
す
る
傾
向
が
指
摘
さ
れ
て
以
来
、
そ
の
傾
向
を
確
か
に
裏
付
け

る
研
究
成
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
黄
表
紙
を
中
心
に
、
合
巻
、
赤

本
、
洒
落
本
、
滑
稽
本
、
咄
本
、
浄
瑠
璃
本
、
人
情
本
と
い
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
に

一
作
品
は
調
査
が
及
び
、
基
本
と
し
て
用
い
ら
れ
る
平
仮
名
字
体
の
種
類
や
、

共
通
す
る
用
法
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
近
世
後
期
の
戯
作

作
品
は
未
だ
調
査
す
る
べ
き
資
料
が
多
い
。

　

浜
田
（
一
九
七
九
）
で
収
斂
の
指
標
と
し
て
い
る
「
馬
琴
読
本
類
」「
草
双

紙
類
」
は
、「
馬
琴
読
本
類
」
が
先
、「
草
双
紙
類
」
が
後
の
時
代
の
ジ
ャ
ン
ル

と
さ
れ
、
平
仮
名
字
体
総
種
類
数
の
平
均
値
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

「
馬
琴
読
本
類
」
の
平
均
値
が
高
い
と
し
て
い

（
1
（

る
が
、
資
料
の
年
代
を
確
か
め

る
と
「
草
双
紙
類
」
は
全
体
的
に
読
本
よ
り
前
の
出
版
年
で
あ

（
2
（

る
。
読
本
に
は

特
別
、
平
仮
名
字
体
を
多
め
に
使
う
傾
向
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
う
し

た
傾
向
を
、
具
体
的
な
字
体
の
種
類
と
用
法
で
裏
付
け
る
こ
と
で
、
単
純
化
に

反
し
た
平
仮
名
字
体
の
実
態
を
浮
き
彫
り
に
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で

は
戯
作
の
ジ
ャ
ン
ル
と
平
仮
名
字
体
の
関
係
に
重
き
を
置
き
、
後
期
読
本
の
代

表
作
家
で
あ
る
曲
亭
馬
琴
の
読
本
三
作
品
を
資
料
に
、
平
仮
名
字
体
の
種
類
、

草
双
紙
等
と
の
共
通
点
、
読
本
に
み
ら
れ
た
字
体
の
用
法
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

　

教
養
層
の
娯
楽
小
説
と
さ
れ
る
読
本
の
調
査
は
、
前
田
富
祺
（
一
九
七
一
）

で
前
期
読
本
『
雨
月
物
語
』
の
平
仮
名
字
母
の
種
類
と
使
用
量
が
検
討
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
先
述
し
た
浜
田
（
一
九
七
九
）
に
お
い
て
「
馬
琴
読
本
類
」
の
く

く
り
で
平
仮
名
字
体
の
種
類
数
の
み
が
提
示
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

　

読
本
は
戯
作
の
中
で
も
別
格
視
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
馬
琴
は
『
近
世

物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』（
天
保
五
年
刊
）
の
巻
之
一
を
「
赤
本
・
洒
落
本
・

中
本
の
部
」
と
し
、
巻
之
二
を
「
読
本
作
者
之
部
」
と
し
て
い
る
。
ジ
ャ
ン
ル

を
分
け
た
理
由
を
、
馬
琴
は
巻
之
一
の
巻
末
に
「
赤
本
・
洒
落
本
・
中
本
・
読

本
の
如
き
、
各
そ
の
差シ

ナ

あ
り
と
い
へ
ど
も
、
戯
墨
は
則
是
一
な
り
。
但
そ
の
文

に
雅
俗
あ
り
、
作
者
の
用
意
も
亦
同
じ
か
ら
ず
。
こ
の
故
に
そ
の
部
を
分
ち
て

詳
に
せ
ざ
る
こ
と
を
得

（
3
（

ず
。」
と
述
べ
、
同
じ
戯
作
の
中
で
も
読
本
に
力
を
入

れ
、
区
別
し
て
い
た
と
分
か
る
。
ま
た
、
式
亭
三
馬
は
「
讀
本
は
上
菓
子
に
て
。

草
雙
子
は
駄
菓
子

（
（
（

也
。」
と
述
べ
て
い
る
。

　

内
田
宗
一
（
一
九
九
八
ａ
）
の
調
査
で
洒
落
本
と
黄
表
紙
に
平
仮
名
字
体
の
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種
類
に
差
が
見
出
さ
れ
、
洒
落
本
の
行
数
が
決
ま
っ
て
い
る
な
ど
体
裁
の
違
い

が
平
仮
名
字
体
の
選
択
に
影
響
が
出
る
点
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
こ
と
が

読
本
に
も
い
え
、
ジ
ャ
ン
ル
の
違
い
に
分
け
入
る
余
地
の
あ
る
と
い
え
る
。

　

調
査
資
料
は
後
期
読
本
の
代
表
作
家
で
あ
る
曲
亭
馬
琴
の
著
作
に
し
た
。

『
近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』
に
「
多
く
行
わ
れ
た
り
」
と
し
て
い
る
三
作

品
で
あ
る
。
資
料
と
調
査
範
囲
を
次
に
記

（
5
（

す
。

『
復
讐

小
説
月
氷
竒
縁
』（
文
化
二
年
）　

巻
之
一　

八
丁
オ
～
廿
六
丁
オ

『
椿
説
弓
張
月　

前
篇
』（
文
化
四
年
）　

巻
之
一　

七
ノ
下
ウ
～
三
十
一

丁
ウ

『
南
総
里
見
八
犬
伝　

肇
輯
』（
文
化
十
一
年
）　

巻
之
一　

九
丁
オ
～
三

十
丁
ウ

　

い
ず
れ
も
本
文
の
平
仮
名
字
体
の
み
を
調
査
し
た
。『
椿
説
弓
張
月
』『
南
総

里
見
八
犬
伝
』
が
人
気
を
博
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、『
月
氷
竒
縁
』

は
馬
琴
読
本
で
初
め
て
の
売
れ
た
作
で
あ
る
。
こ
の
三
作
品
の
み
で
表
記
の
一

般
性
を
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
共
通
す
る
用
法
や
各
作
品
の
比

較
か
ら
読
本
の
平
仮
名
字
体
の
一
端
を
探
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。

2

　

三
作
品
の
平
仮
名
字
体
の
総
種
類
数
を
み
る
と
、
月
氷
106
、
弓
張
月
103
、
八

犬
（
（
（

伝
92
と
、
月
氷
が
最
も
多
く
、
最
も
少
な
い
八
犬
伝
は
月
氷
・
弓
張
月
と
一

〇
種
類
以
上
の
差
が
あ
る
。
こ
れ
ら
三
作
品
の
種
類
数
を
先
行
研
究
で
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
黄
表
紙
の
字
体
総
種
類
数
と
比
較
す
る

（
（
（

と
、
三
作
品
と
も
黄
表

紙
を
上
回
り
、
や
や
少
な
め
に
み
え
る
八
犬
伝
も
大
体
の
黄
表
紙
よ
り
種
類
が

豊
富
で
あ
る
。

　

複
数
の
字
体
が
使
用
さ
れ
る
仮
名
の
数
の
分
布
を
み
る
と
、
表
1
の
通
り
に

な
る
。
一
つ
の
仮
名
あ
た
り
一
～
五
種
類
を
使
用
し
、
二
種
類
の
字
体
を
使
用

し
て
い
る
場
合
が
最
も
多
い
。
ど
の
読
本
に
お
い
て
も
四
十
八
の
仮
名
の
う
ち

三
十
以
上
の
仮
名
に
複
数
の
字
体
が
当
て
ら
れ
て
い

る
が
、
二
種
類
以
上
の
字
体
が
使
用
さ
れ
る
仮
名
の

数
は
月
氷
が
3（
、
弓
張
月
33
、
八
犬
伝
30
の
順
に
多

い
。

　

使
用
さ
れ
て
い
る
平
仮
名
字
体
の
種
類
は
共
通
し

て
い
る
も
の
が
多
い
も
の
の
、
共
通
し
な
い
字
体
も

あ
る
。
三
作
品
に
共
通
し
た
字
体
、
二
作
品
に
共
通

し
て
い
た
字
体
と
、
そ
の
作
品
に
し
か
な
か
っ
た
字

体
を
分
け
る
と
、
Ａ
～
Ｇ
ま
で
に
分
類
で
き
、
次
の

よ
う
に
な

（
（
（

る
。

Ａ
．
三
作
品
に
共
通

・
一
種
類
（
22
）

【
あ
】　
【
う
】　
【
え
】　
【
お
1
】　
【
さ
】　
【
せ
1
】　

【
そ
】　
【
ち
】　
【
と
1
】　
【
ぬ
】　
【
へ
】　
【
三
】　

【
む
】　
【
め
】　
【
毛
1
】　
【
よ
】　
【
ら
1
】　
【
ろ
】　

【
王
】　
【
ゐ
】（【

（
9
（ゑ

】）　
【
ん
】

表１　複数の字体が使用される仮名の数

二種類 三種類 四種類 五種類 計
月氷竒縁 21 9 5 1 3（

椿説弓張月 19 9 2 3 33
南総里見八犬伝 21 （ 2 1 30
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・
二
種
類
（
23
）

【
い
】【
以
】　
【
可
1
】【
か
】　
【
き
】【
起
】　
【
く
1
】【
く
2
】　
【
け
】【
介
】　

【
こ
】【
古
】　
【
し
1
】【
志
】　
【
春
】【
須
1
】　
【
多
】【
た
】　
【
つ
】【
川
1
】　

【
て
】【
天
】　
【
奈
1
】【
な
】　
【
尓
1
】【
尓
2
】　
【
ね
】【
年
】　
【
の
】【
能

1
】　
【
ひ
】【
飛
】　
【
ふ
】【
婦
】　
【
本
】【
保
】　
【
毛
1
】【
毛
（
】　
【
や
】

【
也
】　
【
り
】【
里
】　
【
れ
】【
連
】　
【
を
】【
越
】

・
三
種
類
（
3
）

【
者
】【
八
】【
盤
1
】　
【
ま
】【
末
】【
満
2
】　
【
る
1
】【
る
2
】【
類
】

Ｂ
．
月
氷
・
弓
張
月
に
共
通

【
阿
】　
【
可
2
】　
【
川
2
】【
徒
】　
【
登
】　
【
に
】【
耳
1
】　
【
毛
2
】　
【
由
2
】　

【
累
】

Ｃ
．
弓
張
月
・
八
犬
伝
に
共
通
し
た
平
仮
名
字
体

【
し
2
】　
【
と
3
】　
【
ほ
】　
【
免
1
】　
【
ら
3
】　
【
流
1
】

Ｄ
．
月
氷
・
八
犬
伝
に
共
通

【
乃
】　
【
満
1
】　
【
み
】

Ｅ
．
月
氷
の
み

【
お
2
】【
於
】　
【
佐
】　
【
須
2
】　
【
世
】　
【
堂
】　
【
亭
】　
【
と
2
】　
【
那
】　

【
耳
2
】　
【
能
2
】　
【
盤
2
】　
【
免
2
】　
【
遍
】　
【
ら
2
】

Ｆ
．
弓
張
月
の
み

【
希
】　
【
す
】　
【
せ
2
】　
【
津
】　
【
奈
2
】【
奈
3
】　
【
丹
】　
【
も
】　
【
路
】

Ｇ
．
八
犬
伝
の
み

【
祢
】　
【
は
】　
【
毛
3
】　
【
流
2
】

　

特
筆
す
べ
き
こ
と
に
、
三
作
品
と
も
〈
ル
〉
に
四
～
五
種
類
の
字
体
が
み
ら

れ
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
草
双
紙
な
ど
は
【
る
1
】【
る
2
】
の
み
の
こ
と
が

多
く
、
読
本
に
特
徴
的
で
あ
る
。

　

Ａ
は
四
十
八
の
仮
名
の
字
体
が
揃
っ
て
お
り
、
三
作
品
に
概
ね
共
通
し
た
字

体
が
使
わ
れ
て
い
る
と
分
か
る
。
大
体
が
草
双
紙
な
ど
に
も
必
ず
使
用
さ
れ
る

種
類
だ
が
、【
古
】【
須
1
】【
た
】【
な
】【
能
1
】【
盤
1
】【
飛
】【
保
】【
婦
】

【
満
2
】【
み
】【
毛
（
】【
類
】【
越
】
は
、
当
た
り
前
に
使
わ
れ
る
字
体
で
は

な
い
。

　

Ｂ
以
降
の
□
で
囲
っ
た
【
と
2
】【
と
3
】、【
免
1
】【
免
2
】、【
毛
2
】

【
毛
3
】【
も
】、【
ら
2
】【
ら
3
】
は
互
い
に
似
た
形
状
の
字
体
で
、
Ａ
の
字

体
【
と
1
】【
め
】【
毛
1
】【
ら
1
】
と
対
に
な
る
字
体
で
あ
る
。〈
メ
〉
の
字

体
以
外
は
先
行
研
究
に
お
い
て
使
い
分
け
が
指
摘
さ
れ
、
同
じ
よ
う
な
用
法
が

読
本
に
期
待
で
き
る
。

　

□
以
外
の
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
の
字
体
は
、
草
双
紙
等
に
当
た
り
前
に
使
わ
れ
る
と

は
い
え
な
い
字
体
で
あ
る
。

　

Ｅ
の
月
氷
の
み
の
字
体
は
12
種
類
も
み
ら
れ
る
。【
於
】【
須
2
】【
世
】【
耳

2
】【
能
2
】【
盤
2
】【
免
2
】、
漢
字
に
近
い
字
体
が
多
い
の
が
特
徴
的
で
あ
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る
。【
堂
】
は
『
雨
月
物
語
』
に
使
用
例
が
あ
る
が
、
草
双
紙
に
は
一
切
使
わ

れ
て
い
る
報
告
の
な
い
字
体
で
あ
る
。

　

Ｆ
の
弓
張
月
の
み
の
字
体
も
多
め
と
い
え
る
が
、
Ａ
に
分
類
さ
れ
る
【
せ

1
】【
奈
1
】【
毛
1
】
と
画
数
が
異
な
る
だ
け
の
【
せ
2
】【
奈
2
】【
も
】

【
毛
2
】
と
い
っ
た
字
体
を
含
む
。
ま
た
、【
す
】
は
草
双
紙
に
よ
く
使
わ
れ
る

字
体
で
、
月
氷
と
比
べ
て
字
体
が
単
純
な
も
の
が
多
い
印
象
で
あ
る
。

　

八
犬
伝
し
か
み
ら
れ
な
い
【
流
2
】
は
【
流
1
】
の
運
筆
違
い
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
る
。【
祢
】
は
、
合
巻
や
黄
表
紙
、
滑
稽
本
、
人
情
本
な
ど
使
用

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　

Ｂ
の
【
川
2
】【
徒
】
や
【
由
2
】、
Ｃ
の
【
し
2
】、
Ｄ
の
【
満
1
】、
Ｆ
の

【
す
】
な
ど
は
黄
表
紙
ほ
か
よ
く
戯
作
に
み
ら
れ
る
字
体
で
あ

（
（（
（

る
。
こ
う
し
た

字
体
が
必
ず
Ａ
に
含
ま
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
の
は
注
目
に
値
す
る
。

　

各
作
品
の
種
類
は
概
ね
共
通
す
る
も
、
個
別
に
特
色
が
窺
わ
れ
る
面
が
あ
る
。

し
か
し
、
今
回
は
Ａ
の
字
体
を
中
心
に
検
討
す
る
。
読
本
三
作
品
に
先
行
研
究

で
指
摘
さ
れ
て
い
る
用
法
と
通
じ
る
の
か
、
ま
た
草
双
紙
に
は
さ
ほ
ど
使
わ
れ

な
い
字
体
の
用
法
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

3

　

Ａ
に
分
類
し
た
字
体
の
使
用
量
や
用
法
を
確
か
め
る
と
、
草
双
紙
な
ど
で
使

わ
れ
る
と
き
に
は
み
ら
れ
な
い
用
法
を
持
つ
も
の
を
含
む
。
従
来
指
摘
さ
れ
て

い
た
用
法
の
あ
る
字
体
と
、
読
本
に
特
徴
的
な
用
法
の
あ
る
字
体
を
分
け
て
述

べ
て
い
き
た
い
。

　

二
種
類
以
上
の
字
体
が
み
ら
れ
た
仮
名
と
、
Ａ
に
分
類
さ
れ
る
字
体
【
と

1
】【
毛
1
】【
め
】【
ら
1
】
と
□
で
囲
っ
た
【
と
2
】【
と
3
】、【
免
1
】

【
免
2
】、【
毛
2
】【
毛
3
】【
も
】、【
ら
2
】【
ら
3
】
を
検
討
す
る
。
表
2
に

該
当
す
る
仮
名
の
自
立
語
の
位
置
、
付
属
語
、
そ
の
仮
名
一
字
の
助
詞
・
助
動

詞
を
分
類
し
て
示
し
た
。
た
だ
し
〈
ス
〉
の
み
分
け
方
を
異
に
し
た
の
で
後
述

す
る
。

　

先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
と
同
じ
用
法
が
み
ら
れ
た
字
体
は
、
次
の

通
り
で
あ
る
。

〈
カ
〉
―
【
可
1
】【
か
】　
〈
キ
〉
―
【
き
】【
起
】　
〈
ク
〉
―
【
く
1
】

【
く
2
】　
〈
ケ
〉
―
【
け
】【
介
】　
〈
コ
〉
―
【
こ
】【
古
】　
〈
シ
〉
―

【
し
1
】【
志
】　
〈
ツ
〉
―
【
つ
】【
川
1
】　
〈
テ
〉
―
【
て
】【
天
】　

〈
ト
〉
―
【
と
1
】【
と
2
】【
と
3
】　
〈
ニ
〉
―
【
尓
1
】【
尓
2
】　

〈
ネ
〉
―
【
ね
】【
年
】　
〈
ハ
〉
―
【
者
】【
八
】【
盤
1
】　
〈
モ
〉
―
【
毛

1
】【
毛
2
】【
毛
3
】【
も
】　
〈
ヤ
〉
―
【
や
】【
也
】

　
【
か
】【
志
】
が
語
頭
、【
起
】
が
非
語
頭
と
い
っ
た
使
い
分
け
は
、
先
行
研

究
で
例
外
な
く
見
出
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
平
仮
名
中
心
の
文
章
に
お
い

て
、
そ
う
し
た
使
い
分
け
は
表
語
機
能
と
な
っ
て
お
り
、
語
の
切
れ
目
を
分
か

り
や
す
く
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
の
読
本
に
お
い
て

も
同
様
の
用
法
が
あ
る
と
分
か
っ
た
。
こ
れ
を
3
―
1
で
述
べ
る
。

　

読
本
三
作
品
に
特
有
の
用
法
が
あ
っ
た
字
体
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

〈
ス
〉
―
【
春
】【
須
1
】　
〈
ノ
〉
―
【
の
】【
能
1
】　　
〈
フ
〉
―
【
ふ
】

【
婦
】　
〈
ホ
〉
―
【
本
】【
保
】　
〈
マ
〉
―
【
ま
】【
末
】【
満
2
】　
〈
リ
〉

―
【
り
】【
里
】　
〈
レ
〉
―
【
れ
】【
連
】

　

草
双
紙
な
ど
と
同
じ
用
法
が
み
ら
れ
た
字
体
に
も
個
別
の
問
題
は
あ
る
が
、
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右
に
挙
げ
た
の
は
特
に
顕
著
だ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
右
を
3
―
2
で
述
べ
る
。

　

一
作
品
に
の
み
特
殊
な
用
法
が
み
ら
れ
た
も
の
は
次
の
仮
名
で
あ
る
。

〈
イ
〉
―
【
い
】【
以
】　
〈
タ
〉
―
【
多
1
】【
た
】　
〈
ヒ
〉
―
【
ひ
】【
飛
】

〈
メ
〉
―
【
め
】【
免
1
】【
免
2
】　
〈
ヲ
〉
―
【
を
】【
越
】

　

こ
れ
ら
は
3
―
3
で
述
べ
る
。

　

用
法
に
強
い
傾
向
が
み
ら
れ
な
い
字
体
も
あ
り
、
そ
れ
ら
は
先
に
挙
げ
た
分

類
に
含
め
な
い
。
3
―
3
に
付
け
加
え
る
形
で
最
後
に
述
べ
る
。

〈
ナ
〉
―
【
奈
1
】【
な
】　
〈
ユ
〉
―
【
ゆ
】【
由
1
】

〈
ラ
〉
―
【
ら
1
】【
ら
2
】【
ら
3
】　
〈
ル
〉
―
【
る
1
】【
る
2
】【
類
】

3
―
1

　

ま
ず
、
先
行
研
究
の
指
摘
と
同
じ
用
法
が
み
ら
れ
た
字
体
を
述
べ
る
。

　
〈
カ
〉
は
語
の
位
置
に
関
係
な
く
使
わ
れ
る
【
可
1
】
と
、
語
頭
・
準
語
頭

に
使
わ
れ
る
【
か
】
の
使
い
分
け
が
読
本
に
も
顕
著
で
あ
っ
た
。
助
詞
「
が
」

は
【
可
1
】
が
占
め
、
そ
の
た
め
【
可
1
】
の
使
用
量
は
月
氷
155
、
弓
張
月
297
、

八
犬
伝
245
と
多
い
。
自
立
語
の
語
頭
・
準
語
頭
の
用
例
は
【
か
】
と
【
可
1
】

の
両
方
が
あ
る
。【
か
】
に
用
例
が
多
い
の
は
「
か
ゝ
る
」（
月
氷
：
3
、
弓
張

月
：
（
、
八
犬
伝
：
3
）「
か
く
て
」（
弓
張
月
：
3
、
八
犬
伝
：
（
）
と
い
っ

た
連
体
詞
や
副
詞
、
と
き
に
「
か
い
つ
か
み
」「
か
し
こ
み
て
」
と
い
っ
た
動

詞
も
書
か
れ
る
。【
可
1
】
は
接
続
詞
的
な
「
か
た
」
や
、
準
語
頭
「
吼ほ

え

か
ゝ

る
」「
吼ほ

え

か
ゝ
り
て
」
2
「
大
か
た
」
（
と
漢
字
と
合
わ
さ
っ
て
い
る
複
合
動

詞
が
多
い
。
語
や
文
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
要
素
か
が
【
可
1
】【
か
】
の
使

い
分
け
に
影
響
し
て
い
る
。
月
氷
に
は
【
か
】
を
係
助
詞
「
か
」
終
助
詞
「
か

も
」「
か
し
」
に
使
う
例
が
あ
る
。「
か
も
」「
か
し
」
は
語
頭
と
捉
え
た
か
と

考
え
ら
れ
、
係
助
詞
「
か
」
は
「
ゆ
く
・
か
と
」（
廿
五
丁
ウ
）
と
連
綿
に

よ
っ
て
ひ
と
ま
と
ま
り
に
な
っ
て
い
る
頭
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
八
犬

伝
に
唯
一
【
か
】
が
「
う
た
か
た
」
と
語
中
に
使
わ
れ
た
が
、「
う
た
・
か
た
」

と
解
釈
し
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
〈
キ
〉
の
【
き
】【
起
】
は
、【
き
】
が
汎
用
の
字
体
、【
起
】
が
非
語
頭
の
字

体
と
い
う
傾
向
が
三
作
品
に
共
通
す
る
。
月
氷
で
は
【
き
】
（
【
起
】
51
、
八

犬
伝
で
は
【
き
】
1（
【
起
】
108
と
【
起
】
の
使
用
量
が
多
く
、
弓
張
月
は

【
起
】
25
【
き
】
（5
と
【
起
】
が
【
き
】
の
半
分
以
下
の
使
用
量
で
あ
る
。
語

末
の
字
体
の
分
布
を
み
る
と
、
月
氷
は
【
き
】
1
【
起
】
30
、
八
犬
伝
は

【
き
】
10
【
起
】
（（
と
二
作
品
で
は
【
起
】
が
上
回
る
が
、
弓
張
月
の
語
末
は

【
き
】
（0
【
起
】
1（
と
【
き
】
が
多
い
。
加
え
て
助
動
詞
も
月
氷
と
八
犬
伝
は

「
べ
き
」（
月
氷
（
、
八
犬
伝
11
）、「
な
き
」（
月
氷
（
、
八
犬
伝
11
）、「
ま
じ

き
」（
八
犬
伝
1
）、「
き
」（
八
犬
伝
2
）
が
、
す
べ
て
【
起
】
で
書
か
れ
る
。

弓
張
月
は
「
な
き
」
／
【
き
】
9
【
起
】
1
、「
べ
き
」
／
【
き
】
1（
【
起
】

3
、「
ま
じ
き
」
／
【
き
】
1
と
【
き
】
に
偏
る
。【
起
】
の
用
法
は
共
通
し
て

い
る
が
、
資
料
に
よ
っ
て
使
用
割
合
が
異
な
る
。

　
〈
ク
〉
は
【
く
1
】
が
非
語
頭
、
横
幅
に
広
い
【
く
2
】
が
非
語
末
に
用
い

ら
れ
る
。
用
例
は
【
く
1
】
は
「
と
ま
れ
か
く
ま
れ
」「
む
く
〳
〵
」「
か
く

て
」、「
い
へ
ら
く
」「
ふ
か
く
」「
ゆ
く
」
等
で
、
副
詞
、
接
続
詞
、
動
詞
や
形

容
詞
の
活
用
語
尾
に
使
用
さ
れ
る
。【
く
2
】
は
月
氷
に
語
頭
「
く
ら
く
」
2

「
く
ふ
う
す
る
」「
く
る
ゝ
」
等
、
語
中
「
う
く
る
」「
お
く
り
」「
名な

づ
く
る
」

等
、
弓
張
月
に
語
頭
「
く
ろ
み
」「
く
れ
て
」「
く
つ
ろ
げ
て
」、
準
語
頭
「
狩か

り
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表 2-1　三作品に共通した複数の字体の使い分け（［　］内にその字体の総数、助詞はその字体一文字のみで文中に表れるもの）

付属語 語末 語中 準語頭 語頭 語末 語中 準語頭 語頭

12 0 1 0 0 介
［13］

月
氷
竒
縁

0 0 1 （2 い
［（（］

月
氷
竒
縁12 （ 15 0 0 け

［2（］ 0 0 1 20 以
［21］

（（ 0 3 0 3 介
［5（］

弓
張
月

0 2 0 9（ い
［99］ 弓

張
月2 （ （ 0 2 け

［20］ 0 1 0 1 以
［2］

5 0 1 0 0 希
［（］ 0 0 0 95 い

［95］ 八
犬
伝2（ 0 2 0 0 介

［2（］ 八
犬
伝

0 1 0 3 以
［（］

2（ 11 1（ 0 （ け
［（3］ 付属語 助詞が 語末 語中 準語頭 語頭

付属語 語末 語中 準語頭 語頭 22 39 2 （9 10 13 可 1
［155］ 月

氷
竒
縁

（ 0 22 0 （（ こ
［11（］

月
氷
竒
縁

3 0 0 0 3 15 か
［21］

0 0 0 1 1（ 古
［1（］ 0 0 0 0 0 1 可 2

［1］

10 1 1（ （ 120 こ
［153］ 弓

張
月

（（ （0 20 113 25 21 可 1
［29（］

弓
張
月

0 0 0 0 2 古
［2］ 0 0 0 0 9 2（ か

［35］

0 0 2 2 （（ こ
［（2］ 八

犬
伝

1 2 1 （ 0 0 可 2
［11］

0 0 0 0 23 古
［23］ 5（ 50 19 （2 2（ 11 可 1

［2（5］ 八
犬
伝付属語 語末 語中 準語頭 語頭 0 0 0 1 （ 31 か

［3（］

（（ （（ （2 （ 0 し 1
［23（］

月
氷
竒
縁

付属語 語末 語中 準語頭 語頭

0 0 10 （ 29 志
［（5］ 0 1 3 1 3 き

［（］
月
氷
竒
縁55 12（ 91 0 0 し 1

［3（（］
弓
張
月

1（ 30 （ 0 0 起
［51］

0 0 0 （ 39 志
［50］ 2（ （0 10 0 1 き

［（5］ 弓
張
月2 1（ 11 0 0 し 2

［3（］ （ 1（ （ 0 0 起
［25］

5（ 120 113 0 （ し 1
［29（］

八
犬
伝

0 10 （ 0 （ き
［1（］ 八

犬
伝0 1 2 2 2（ 志

［30］ 25 （（ （ 0 0 起
［10（］

1（ 31 （ 0 0 し 2
［23］ 付属語 語末 語中 準語頭 語頭

語末 語中 準語頭 語頭 11 5（ 2 0 0 く 1
［（（］

月
氷
竒
縁（（ 13 5 22 春

［10（］ 月
氷
竒
縁

0 0 （ 0 5 く 2
［9］

35 0 0 0 須 1
［35］ 15 105 2（ 0 0 く 1

［1（（］ 弓
張
月2 0 0 0 須 2

［2］ 0 0 5 3 3 く 2
［11］

105 25 2 1（ 春
［1（9］

弓
張
月

12 52 23 0 0 く 1
［（（］ 八

犬
伝13 2 0 0 須 1

［15］ 0 0 3 0 1 く 2
［（］

2 3 0 （ す
［9］

91 30 0 20 春
［12（］ 八

犬
伝（3 1 0 0 須 1

［（（］
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付属語 助詞と 語末 語中 準語頭 語頭 付属語 語末 語中 準語頭 語頭

1（ 10（ 5 20 0 9 と 1
［15（］ 月

氷
竒
縁

10 （ 2（ 0 3 多
［（（］ 月

氷
竒
縁

20 21 0 （ 3 25 と 2
［（9］ 2（ 0 1 1 20 た

［（（］

0 （ 0 1 0 0 登
［（］ （ 0 12 1 1 堂

［1（］

（2 1（（ 32 30 （ （ と 1
［300］

弓
張
月

5（ 13 （2 （ 12 多
［133］ 弓

張
月9 9 0 3 5 29 と 3

［55］ 0 0 0 0 1 た
［1］

0 1 0 0 0 0 登
［1］ （1 11 20 （ 1 多

［11（］ 八
犬
伝（9 1（0 31 21 9 2（ と 1

［31（］ 八
犬
伝

3 0 0 1 2 た
［（］

2 5 1 2 3 10 と 3
［23］ 付属語 助動詞つ 語末 語中 準語頭 語頭

付属語 助詞
（終助詞な） 語末 語中 準語頭 語頭 1 1 0 11 （ 3 つ

［20］
月
氷
竒
縁

（9 2 2 23 （ 32 奈 1
［13（］ 月

氷
竒
縁

1 0 （ 1（ 0 0 川 1
［19］

11 0 0 2 0 （ な
［21］ 0 0 1 2 0 0 川 2

［3］

0 0 0 3 0 0 那
［3］ 0 0 0 2 （ 3 徒

［9］

10 0 0 （ 1 （ 奈 1
［21］

弓
張
月

12 （ （ 1（ 10 25 つ
［（（］

弓
張
月

（9 0 2 11 2 19 な
［（3］ 0 0 1 2 0 0 川 1

［3］

3（ 0 （ 23 （ 2（ 奈 2
［101］ 0 2 1 3 0 0 川 2

［（］

0 0 0 1 0 1 奈 3
［2］ 1 0 0 0 1 5 徒

［（］

1（5 0 （ 3（ 3 1（ 奈 1
［209］ 八

犬
伝

0 0 0 0 1 0 津
［1］

（ 0 0 0 0 1 な
［（］ 9 1 1 11 （ （ つ

［35］ 八
犬
伝付属語 助詞

（に） 語末 語中 準語頭 語頭 5 5 （ 12 0 0 川 1
［29］

1 3（ 3 1 0 0 尓 1
［39］

月
氷
竒
縁

付属語 語末 語中 準語頭 語頭

（1 213 19 0 0 1 尓 2
［2（（］ 13 （5 5 0 1 て

［115］ 月
氷
竒
縁

1 13 2 0 0 0 に
［1（］ 1（ 139 0 0 0 天

［1（（］

0 1 0 0 0 0 耳 1
［1］ 3 2 0 0 0 亭

［5］

0 2 1 0 0 0 耳 2
［3］ 9 （5 （ 1 1 て

［（0］ 弓
張
月（ 2（0 3（ 0 1 0 尓 1

［315］

弓
張
月

39 310 0 0 0 天
［350］

（2 （3 （ 1 0 0 尓 2
［9（］ （ （（ 2 0 0 て

［（（］ 八
犬
伝2（ 2（ 10 1 0 0 丹

［（1］ 3（ 250 0 0 0 天
［2（（］

0 1 0 0 0 0 に
［1］

0 1 0 0 0 0 耳 1
［1］

0 2（1 （0 0 0 0 尓 1
［301］ 八

犬
伝51 1（（ 2（ 3 0 0 尓 2

［22（］
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表 2-2　三作品に共通した複数の字体の使い分け（［　］内にその字体の総数、助詞はその字体一文字のみで文中に表れるもの）

語末 語中 準語頭 語頭 付属語 助動詞ね 語末 語中 準語頭 語頭

（（ （ 0 （ ふ
［（0］

月
氷
竒
縁

0 3 1 0 1 2 ね
［（］

月
氷
竒
縁0 0 0 （ 婦

［（］ 0 0 1 0 0 0 年
［1］

（（ （ 0 19 ふ
［103］ 弓

張
月

0 （ 1 0 0 1 ね
［（］ 弓

張
月0 0 0 3 婦

［3］ 0 0 1 0 0 0 年
［1］

（（ （ 0 9 ふ
［（（］ 八

犬
伝

0 2 0 0 0 0 ね
［2］

八
犬
伝

0 0 0 1 婦
［1］ 0 2 0 （ 0 0 年

［（］

語末 語中 準語頭 語頭 0 5 0 0 0 0 祢
［5］

2 1 0 0 本
［3］

月
氷
竒
縁

付属語 助詞の 語末 語中 準語頭 語頭

9 （ 1 2 保
［1（］ 2 1（（ 95 20 0 9 の

［2（（］
月
氷
竒
縁

0 5 0 1 本
［（］

弓
張
月

0 （（ （ 1 0 0 能 1
［5（］

1（ 1（ 0 0 保
［32］ 0 0 1 0 0 0 能 2

［1］

0 0 0 5 ほ
［5］ 0 1 0 0 0 0 乃

［1］

2 （ 1 1 本
［（］

八
犬
伝

2 3（（ 1（3 11 0 2 の
［505］ 弓

張
月5 （ 0 0 保

［12］ 0 12 2 0 0 0 能 1
［1（］

0 2 0 2 ほ
［（］ 1（ 229 109 （ 1 1 の

［3（2］
八
犬
伝

付属語 語末 語中 準語頭 語頭 0 0 3 0 0 0 能 1
［（］

2 2 13 0 1（ ま
［31］

月
氷
竒
縁

0 11 0 0 0 0 乃
［11］

0 0 5 0 2 末
［（］ 付属語 助詞

（は・ば） 語末 語中 準語頭 語頭

0 1 0 0 0 満 1
［1］ 2 125 1 3（ 0 1 八

［1（（］
月
氷
竒
縁

0 0 （ 0 3 満 2
［11］ 2 0 0 （ 0 2（ 者

［3（］

0 0 2 0 0 ま
［2］

弓
張
月

（ （ 0 0 0 0 盤 1
［1（］

1（ 0 20 0 3（ 末
［（（］ 0 1 0 0 0 0 盤 2

［1］

0 0 （ 0 0 満 2
［（］ 29 2（3 10 （（ 0 0 八

［3（（］
弓
張
月

1 1 2 1 1 ま
［（］

八
犬
伝

（ （ 0 12 （ 13 者
［35］

12 0 1（ 3 2（ 末
［59］ 0 13 0 0 0 0 盤 1

［13］

0 1 0 0 0 満 1
［1］ 35 2（5 21 3（ 0 0 八

［35（］

八
犬
伝

0 0 1 0 0 満 2
［1］ 0 0 0 1 1 2（ 者

［2（］

付属語 語末 語中 準語頭 語頭 （ 1 0 0 0 0 盤 1
［（］

5 2 3 0 0 め
［9］

月
氷
竒
縁

0 0 0 0 0 1 は
［1］

（ （ 10 0 0 免 2
［20］ 語末 語中 準語頭 語頭

（ 1（ （ 0 2 め
［2（］ 弓

張
月

22 （ 0 0 ひ
［32］

月
氷
竒
縁0 0 1 0 0 免 1

［1］ 1（ 0 0 11 飛
［25］

1 2（ 3 1 1 め
［30］ 八

犬
伝

9（ 3（ 0 0 ひ
［131］ 弓

張
月1 0 0 0 0 免 1

［1］ 0 0 0 5 飛
［5］

（（ 2（ 0 3 ひ
［（（］ 八

犬
伝0 0 1 2 飛

［3］
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付属語 語末 語中 準語頭 語頭 付属語 助詞も 語末 語中 準語頭 語頭

（0 5（ （5 0 0 り
［1（3］

月
氷
竒
縁

0 1 0 1（ 2 3（ 毛 1
［55］ 月

氷
竒
縁

（ 19 5 0 0 里
［30］ 20 2（ （ 0 0 0 毛 2

［50］

（3 1（（ （（ 0 0 り
［312］ 弓

張
月

0 0 0 0 0 3 毛 （
［3］

0 1（ 5 0 0 里
［19］ 0 （ 0 2 （ （2 毛 1

［（1］

弓
張
月

13（ 122 （3 0 0 り
［302］ 八

犬
伝

（2 （（ 1（ （ 0 2 も
［1（3］

2 0 3 0 0 里
［5］ 3 1（ 2 0 0 0 毛 2

［23］

付属語 語末 語中 準語頭 語頭 0 0 0 0 0 3 毛 （
［3］

（ 32 0 0 0 る 1
［3（］

月
氷
竒
縁

3 0 0 5 1 （3 毛 1
［（2］

八
犬
伝

1（ 55 2 0 0 る 2
［（1］ 5（ （0 1（ 1 0 0 毛 3

［151］

（ （ 0 0 0 類
［1（］ 0 3 0 0 0 0 毛 （

［3］

0 2 0 0 0 累
［2］ 付属語 助詞や 語末 語中 準語頭 語頭

19 39 0 0 0 る 1
［5（］

弓
張
月

2 （ 1 1 0 1 や
［（］

月
氷
竒
縁（9 10（ （ 0 0 る 2

［1（（］ 0 0 0 12 0 5 也
［1（］

0 2 0 0 0 累
［2］ 11 （ 0 1 1 3 や

［22］ 弓
張
月0 1 0 0 0 類

［1］ 0 0 0 1（ 0 1（ 也
［3（］

1 1 0 0 0 流 1
［2］ 1 2（ 3 3 0 1 や

［3（］ 八
犬
伝5 （（ （ 0 0 る 1

［5（］

八
犬
伝

0 0 0 13 0 9 也
［22］

（0 （9 12 0 0 る 2
［1（（］ 語末 語中 準語頭 語頭

（ 2 0 0 0 類
［2］ 0 0 1 0 ゆ

［1］ 月
氷
竒
縁

0 （ 0 0 0 流 1
［12］ 1 0 1 （ 由 1

［（］

0 3 0 0 0 流 2
［3］ 0 0 0 3 由 2

［（］

付属語 語末 語中 準語頭 語頭 0 0 0 3 ゆ
［3］

弓
張
月

（ 39 15 0 0 れ
［（1］

月
氷
竒
縁

0 1 1 0 由 1
［2］

5 （3 29 0 0 連
［（（］ 1 0 1 0 由 2

［1］

19 5（ （（ 0 0 れ
［1（9］ 弓

張
月

0 0 3 （ ゆ
［（］ 八

犬
伝（ 1（ 25 0 0 連

［（（］ 0 1 0 3 由 1
［（］

15 5（ （3 0 0 れ
［115］ 八

犬
伝

付属語 語末 語中 準語頭 語頭

（0 32 3（ 0 0 連
［109］ 2 0 5 0 0 ら 1

［（］
月
氷
竒
縁付属語 助詞 語末 語中 準語頭 語頭 19 21 （9 0 0 ら 2

［109］

0 32（ 0 0 0 5 を
［331］

月
氷
竒
縁

0 0 15 0 0 ら 1
［15］ 弓

張
月0 （ 0 0 0 0 越

［（］ 11 1（ 10（ 0 0 ら 3
［131］

12 321 0 2 0 5 を
［3（0］ 弓

張
月

0 3 12 0 0 ら 1
［15］ 八

犬
伝0 （ 0 0 0 0 越

［（］ 30 12 103 0 0 ら 3
［1（5］

2 2（5 0 3 0 5 を
［255］ 八

犬
伝0 90 0 0 0 0 越

［90］
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市地英　馬琴読本の平仮名字体

く
ら
し
」
3
、
語
中
「
お
く
り
」
2
「
さ
し
ぐ
み
て
」「
問と

ひ

か
く
る
」
等
、
八

犬
伝
に
語
頭
「
ぐ
さ
と
」、
語
中
「
ま
く
ら
に
」「
め
ぐ
ら
し
」「
ゆ
く
り
な
く
」

と
語
頭
の
ほ
か
語
幹
に
〈
ク
〉
を
含
む
語
に
用
い
ら
れ
る
。

　
〈
ケ
〉
は
三
作
品
と
も
【
介
】
が
少
な
め
で
あ
り
、【
け
】
は
月
氷
に
語
中
末
、

弓
張
月
・
八
犬
伝
で
は
位
置
に
関
係
な
く
使
用
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
ま

で
、【
介
】
の
字
体
は
慣
習
的
に
助
動
詞
「
け
り
」「
け
ん
」
や
形
容
詞
活
用
語

尾
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

（
（（
（

る
。
今
回
の
調
査
で
も
「
け
り
」「
け

ん
」
が
【
介
】
で
書
か
れ
て
い
た
が
、
表
3
に
ま
と
め
た
通
り
【
介
】【
け
】

の
両
方
に
用
例
が
あ
る
。
弓
張
月
は
確
か
に
【
介
】
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
も
の
の
、
月
氷
と
八
犬
伝
は
ほ
ぼ
同
等
に
【
け
】
が
使
わ
れ
る
。
ま
た
、
先

行
研
究
で
「
け
ふ
」
の
語
は

【
介
】
が
定
着
し
て
い
る
と

報
告
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

が
、
月
氷

に
は
「
け
ふ
」
を
平
仮
名
で

書
く
例
は
な
く
、
弓
張
月
に

「
け
ふ
」
／
【
介
】
3
【
け
】

2
、
八
犬
伝
で
は
5
例
す
べ

て
【
け
】
で
あ
る
。
三
作
品

を
通
じ
て
自
立
語
に
は

【
け
】
が
用
い
ら
れ
る
こ
と

が
多
く
、【
け
】
の
使
用
領

域
は
広
く
、【
介
】
は
限
ら

れ
た
位
置
に
使
用
さ
れ
て
い

た
。

　
〈
コ
〉
の
【
古
】
は
草
双
紙
に
滅
多
に
使
用
さ
れ
な
い
が
、
恋
川
春
町
の
黄

表
紙
で
は
語
頭
に
使
用
さ
れ
て
い

（
（（
（

る
。
読
本
三
作
品
に
は
汎
用
の
【
こ
】
を
中

心
に
、
語
頭
・
準
語
頭
に
【
古
】
が
使
わ
れ
て
い
た
。【
古
】
の
使
用
量
は
八

犬
伝
23
、
月
氷
1（
、
弓
張
月
2
と
弓
張
月
は
他
の
二
作
に
比
し
て
僅
か
で
あ
る
。

用
例
は
「
こ
れ
」「
ご
と
く
」、
そ
れ
ぞ
れ
行

（
（（
（

末
近
く
に
位
置
す
る
。

十
五
丁
ウ
（
L2
）　
【
古
】
と
く
｜

廿
四
丁
オ
（
L3
）　
【
古
】
れ
｜

　

合
字
の
［
こ
と
］
や
【
こ
】
よ
り
大
き
め
の
字
体
な
の
で
、
行
末
近
く
の
ス

ペ
ー
ス
を
う
ま
く
語
の
調
節
を
し
て
埋
め
、
中
途
半
端
な
語
の
切
れ
目
が
で
き

な
い
よ
う
に
す
る
用
途
で
使
わ
れ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

月
氷
の
【
古
】
の
用
例
は
、
語
頭
「
こ
れ
」
11
「
こ
ゝ
」「
こ
ひ
ね
が
は
く

は
」「
こ
な
た
」「
こ
と
〴
〵
」「
こ
み
〳
〵
」、
準
語
頭
「
跳と

び

こ
え
」
と
、
頻
用

さ
れ
る
「
こ
れ
」（【
こ
】
2（
例
）
の
語
に
【
古
】
が
時
折
混
ぜ
ら
れ
、
そ
の
他

の
自
立
語
に
し
ば
し
ば
使
用
さ
れ
る
。
八
犬
伝
は
語
頭
「
こ
ゝ
」
1（
「
こ
ゝ

ろ
」
（
「
こ
な
た
」
（
「
こ
よ
な
き
」
1
と
、〈
コ
〉
か
ら
「
ゝ
」
に
続
く
語

「
こ
ゝ
」「
こ
ゝ
ろ
」
に
【
古
】
が
目
立
ち
（「
こ
ゝ
」
／
【
こ
】
1
、「
こ
ゝ

ろ
」
／
【
こ
】
（
）、
決
ま
っ
た
語
に
用
い
ら
れ
て
い
る
印
象
で
あ
る
。【
古
】

は
確
か
に
語
頭
に
使
わ
れ
る
字
体
で
あ
る
が
、
使
用
す
る
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
本
に
よ
っ
て
異
な
る
。

　
〈
シ
〉
は
非
語
頭
【
し
1
】
に
対
し
、【
志
】
が
語
頭
と
い
う
使
い
分
け
が
読

本
三
作
品
に
お
い
て
も
共
通
し
て
い
た
。【
志
】
の
用
例
の
み
次
に
挙
げ
る
。

表 3　〈ケ〉助動詞

べ
け
れ

な
け
れ

け
め

け
ん

け
れ

け
る

け
り

0 0 0 1 （ 2 1 介
月氷

0 0 1 2 1 （ 3 け
1 （ 0 5 （ 19 2 介

弓張月0 0 1 0 0 1 0 け
0 0 0 0 0 （ 1 希
（ （ 0 3 2 1 9 介

八犬伝
0 1 0 （ （ （ （ け
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【
志
】月

氷語
頭
―
し
の
び
（　

し
か
れ
ど
も
3　

し
て
3　

し
か
る
2　

し
か
は

2　

し
ら
ず
2
等

準
語
頭
―
久
し
く
し
て　

飽あ
か

し
め
て　

禳は
ら
へ

し
む　

畜か
は

し
め

語
中
―
餌ゑ

飼が
ひ

し
て　

假う
た
ゝ

寝ね

し
た
ま
ふ　

つ
ゝ
し
み
て　

決け
つ

断だ
ん

し
て　

音お
と

し
け
れ　

銷し
ょ
う

鑠れ
き

し
て
等

弓
張
月

語
頭
―
し
ば
し
9　

し
（　

し
ば
〳
〵
5　

し
か
る
に
（　

し
る

（
知
）
3
等

準
語
頭
―
引
し
ぼ
り
2　

正た
ゞ

し
く
し
て　

ま
っ
し
ら
（
真
白
）

八
犬
伝

語
頭
―
し
た
り
3　

し
か
ず
2　

し
か
れ
ど
も
2　

し
ら
ず
2　

し
ら

ぬ　

し
か
り
し
等

準
語
頭
―
思
ひ
し
ら
せ
ん　

聞き
ゝ

し
ら
で
や

語
中
末
―
青あ

お
う

し
て　

帰き

降ご
う

し
て　

賞し
ょ
う

し

語
頭
を
中
心
に
「
餌ゑ

飼が
ひ

し
て
」「
賞し

ょ
う

し
」
と
い
っ
た
語
中
末
に
僅
か
に
み
ら
れ

る
。「
倶ぐ

し
て
」「
為な

し
」
と
い
っ
た
動
詞
連
用
形
や
複
合
動
詞
の
語
、「
漢
字

＋
し
て
」「
漢
字
＋
し
」
に
は
【
し
1
】
が
中
心
に
用
い
ら
れ
る
が
、
漢
字
が

合
わ
さ
る
と
【
志
】
を
使
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
〈
ツ
〉
は
【
つ
】
が
位
置
に
関
係
な
く
使
わ
れ
、【
川
1
】
が
語
中
末
に
偏
っ

て
い
る
。【
川
1
】
は
三
作
品
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
も
の
の
、
弓
張
月
は
僅

か
3
例
と
少
な
く
、
用
例
を
挙
げ
る
と
「
ま
つ
し
ら
（
真
白
）」「
も
つ
は
ら

（
専
）」「
ま
づ
」
と
促
音
と
語
末
で
あ
る
。
月
氷
は
「
お
の
づ
か
ら
」
5
「
い

づ
ち
」「
い
つ
く
」、
助
詞
「
つ
ゝ
」
等
の
語
と
、「
と
つ
て
か
へ
し
」「
も
つ
は

ら
」（「
も
つ
は
ら
」
は
【
つ
】
1
あ
り
）
と
促
音
の
例
が
あ
る
。
八
犬
伝
の

【
川
1
】
は
語
中
末
に
偏
っ
て
お
り
、
用
例
は
「
な
つ
草
」「
し
づ
か
」「
ひ
と

つ
と
し
て
」
他
、「
あ
つ
て
」「
と
つ
て
」
2
「
と
つ
て
返
し
」「
の
ぼ
し
か
ゝ

つ
て
」
と
他
の
二
作
品
と
同
様
に
促
音
の
【
川
1
】
が
目
立
つ
。【
川
1
】
が

促
音
表
記
に
用
い
ら
れ
る
の
は
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
お

（
（（
（

り
、
読
本
に
も
同
様

の
用
法
が
あ
っ
た
。

　
〈
テ
〉
は
三
作
品
と
も
【
て
】
が
汎
用
、【
天
】
が
語
末
お
よ
び
付
属
語
の

「
と
し
て
」「
と
て
」「
な
り
て
」
な
ど
に
偏
っ
て
い
る
。
月
氷
の
【
て
】
の
語

頭
中
の
用
例
は
「
て
ら
し
て
」「
過あ

や
ま

て
り
」
2
「
い
か
で
か
」
2
「
引
た
て
ゝ
」、

弓
張
月
は
「
て
ら
し
」「
ふ
り
て
ら
し
」「
過あ

や
ま

て
り
」「
も
て
る
」「
さ
て
は
」

2
、
八
犬
伝
は
「
さ
て
も
」「
な
で
ふ
」
で
あ
る
。【
天
】
は
三
作
品
と
も
使
用

量
が
月
氷
177
、
弓
張
月
350
、
八
犬
伝
288
と
【
て
】
の
月
氷
115
、
弓
張
月
（0
、
八

犬
伝
（（
を
上
回
っ
て
い
る
が
、
文
中
に
よ
く
使
わ
れ
る
「
至い

た

り
て
」「
呼よ

び
て
」

「
倶ぐ

し
て
」「
見
て
」
等
の
動
詞
連
用
形
語
尾
に
【
天
】
が
優
勢
に
使
わ
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

　
〈
ト
〉
は
汎
用
の
【
と
1
】
に
対
し
、
月
氷
に
【
と
2
】、
弓
張
月
・
八
犬
伝

に
【
と
3
】
が
語
頭
に
偏
っ
て
使
わ
れ
、【
と
2
】【
と
3
】
は
同
等
の
関
係
の

字
体
と
い
え
る
。
使
用
量
は
【
と
1
】
が
い
ず
れ
の
作
品
に
お
い
て
も
多
い
。

助
詞
「
と
」「
ど
」、
複
合
助
詞
「
と
し
て
」「
と
て
」
は
大
勢
が
【
と
1
】
で

書
か
れ
、
時
折
【
と
2
】【
と
3
】
が
混
じ
る
。【
と
2
】【
と
3
】
の
自
立
語

語
頭
の
用
例
は
「
と
り
て
」「
と
ま
れ
か
く
ま
れ
」「
と
く
〳
〵
」
等
で
、
語
頭
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の
用
例
数
を
み
る
と
月
氷
は
【
と
1
】
9
【
と
2
】
25
、
弓
張
月
は
【
と
1
】

（
【
と
3
】
29
と
【
と
2
】【
と
3
】
が
優
勢
だ
が
、
八
犬
伝
は
【
と
1
】
2（

【
と
3
】
10
と
【
と
1
】
が
優
勢
で
あ
る
。
八
犬
伝
は
語
頭
に
偏
る
と
い
う
よ

り
、
時
折
混
ぜ
ら
れ
る
字
体
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
近
世
も
終
わ
り
の
頃
に
な

る
と
〈
ト
〉
の
使
い
分
け
が
崩
れ
て
く
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

（
（（
（

る
が
、
関
連
は
断

定
で
き
な
い
。

　
〈
ニ
〉
の
【
尓
1
】【
尓
2
】
は
弓
張
月
・
八
犬
伝
で
は
【
尓
1
】
を
主
に
助

詞
に
用
い
、【
尓
2
】
を
自
立
語
に
用
い
て
い
る
。
し
か
し
、
月
氷
で
は
付
属

語
・
自
立
語
の
両
方
に
【
尓
2
】
が
主
体
的
に
使
用
さ
れ
る
。
助
詞
「
に
」
は
、

月
氷
が
【
尓
1
】
3（
【
尓
2
】
213
、
弓
張
月
が
【
尓
1
】
270
【
尓
2
】
（3
、
八

犬
伝
が
【
尓
1
】
261
【
尓
2
】
144
と
各
資
料
に
よ
っ
て
メ
イ
ン
に
な
る
字
体
、

混
ぜ
ら
れ
る
割
合
が
異
な
る
。
自
立
語
に
【
尓
2
】
が
用
い
ら
れ
る
と
い
う
点

は
三
作
品
に
お
い
て
共
通
し
、
月
氷
は
「
に
げ
な
く
」、
弓
張
月
は
「
い
に
し

へ
」、
八
犬
伝
は
「
い
か
に
し
て
」「
い
に
し
へ
」「
と
に
か
く
」
と
い
っ
た
語

が
【
尓
2
】
で
書
か
れ
る
。

　
〈
ネ
〉
は
【
ね
】
が
語
の
位
置
に
関
わ
ら
ず
ど
こ
に
で
も
使
用
さ
れ
、【
年
】

は
非
語
頭
に
偏
る
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
三
作
品
と
も
に
そ
の
傾
向
が
み
ら
れ

た
。
月
氷
の
【
年
】
は
「
か
ね
（
兼
）」、【
ね
】
は
「
ね
が
は
く
」「
ね
が
ふ
」

「
こ
ひ
ね
が
は
く
」
と
助
動
詞
ズ
已
然
形
「
ね
」
が
（
例
、
弓
張
月
の
【
年
】

は
「
見
か
ね
」、【
ね
】
は
「
ね
ら
ひ
」「
は
ね
（
跳
）」、
助
動
詞
ズ
已
然
形

「
ね
」
（
例
で
あ
る
。
八
犬
伝
は
【
年
】
に
「
か
ね
て
」「
測は

か
り

か
ね
て
」「
回い

ら
へ答

か
ね
て
」「
死し

ね
や
」
と
助
動
詞
ズ
已
然
形
「
ね
」
2
例
で
あ
る
。【
ね
】
は
助

動
詞
ズ
已
然
形
「
ね
」
2
例
、【
年
】【
ね
】
ど
ち
ら
で
も
助
動
詞
ズ
已
然
形

「
ね
」
に
使
わ
れ
る
が
、【
ね
】
は
「
あ
ら
ね
ば
」「
認
め
ね
」
に
使
わ
れ
、

【
年
】
は
「
候
は
ね
ど
」「
候
は
ね
ば
」
に
使
わ
れ
、【
年
】
が
決
ま
っ
た
語
に

使
用
さ
れ
る
。

　
〈
ハ
〉
の
【
者
】
は[ha]

の
語
頭
中
に
用
い
ら
れ
、【
八
】
が
助
詞
「
は
」

お
よ
び
ハ
行
転
呼
音
に
よ
っ
て
生
じ
る[w

a]

に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
【
盤
1
】
は
助
詞
「
は
」
に
用
い
ら
れ
、
行
末
に
使
わ
れ

る
こ
と
の
あ
る
字
体
で
あ

（
（（
（

る
。【
者
】
は
三
作
品
に
共
通
し
て
「
は
じ
め
」「
は

や
く
」
等
の
語
頭
に
用
い
ら
れ
、
助
詞
「
は
」
は
【
八
】
で
書
か
れ
る
こ
と
が

圧
倒
的
に
多
く
、
先
行
研
究
と
変
わ
ら
な
い
。
月
氷
で
唯
一
【
八
】
を
語
頭
に

分
類
し
た
語
は
「
ぱ
と
」
と
い
う
擬
音
語
の
み
で
あ
る
。【
者
】【
八
】
の
使
い

分
け
は
読
本
に
も
か
な
り
は
っ
き
り
み
ら
れ
る
。【
盤
1
】
は
助
詞
に
用
い
ら

れ
た
が
、
行
末
に
あ
た
る
の
は
月
氷
で
5
例
中
1
例
、
弓
張
月
は
12
例
中
行
頭

3
例
／
行
末
（
例
、
八
犬
伝
は
（
例
中
2
例
と
、
必
ず
し
も
行
末
に
偏
る
わ
け

で
は
な
い
。
月
氷
は
複
合
助
詞
「
に
は
」
10
例
中
（
例
が
【
盤
1
】
と
、
決

ま
っ
た
複
合
助
詞
に
使
わ
れ
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　
〈
モ
〉
の
【
毛
1
】
は
非
語
頭
、
三
作
品
に
は
「
も
の
」「
も
て
」「
も
し
」

「
も
つ
は
ら
」「
も
ろ
と
も
」
等
の
語
頭
、「
お
も
ひ
」「
お
も
は
ず
」「
お
も
し

ろ
き
」
等
の
語
中
に
【
毛
1
】
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
下
の
字
体
に
連
綿
す
る

の
に
適
し
た
形
の
た
め
か
と
考
え
ら
れ
る
。
最
終
画
で
上
に
向
け
て
筆
が
運
ば

れ
る
【
毛
2
】【
も
】【
毛
3
】
は
「
最も

っ
と

も
」「
も
つ
と
も
」「
も
ろ
と
も
」
等

語
末
、
助
詞
「
も
」「
と
も
」「
ど
も
」「
に
も
」
等
の
付
属
語
に
み
ら
れ
る
字

体
で
あ
る
。
月
氷
は
【
毛
2
】、
弓
張
月
は
【
も
】【
毛
2
】、
八
犬
伝
は
【
毛

3
】
が
使
用
さ
れ
、
三
種
類
の
字
体
は
相
補
的
な
関
係
に
あ
る
。
弓
張
月
は
語
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末
中
心
に
用
い
ら
れ
る
字
体
に
【
毛
2
】【
も
】
の
二
種
類
が
あ
り
、【
も
】
163

【
毛
2
】
23
で
【
も
】
が
優
勢
、【
毛
2
】
は
時
折
混
ぜ
ら
れ
る
字
体
で
あ
る
。

弓
張
月
に
は
語
頭
の
【
も
】
が
2
例
あ
る
。「
も
て
」（
二
十
丁
オ
）「
も
し
」

（
廿
七
丁
ウ
）
の
語
で
、
前
者
は
「
も
｜
て
」
と
【
も
】
を
行
末
に
残
し
て
連

綿
が
途
切
れ
て
お
り
、
後
者
は
行
末
の
狭
い
ス
ペ
ー
ス
に
【
も
】
を
【
し
2
】

で
取
り
囲
む
形
で
収
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

漢
字
に
近
い
【
毛
（
】
も
三
作
品
に
み
ら
れ
、
月
氷
は
「
も
の
」
3
、
弓
張

月
に
も
「
も
の
」
3
、
八
犬
伝
は
助
詞
「
も
」
3
に
使
わ
れ
て
い
た
。
月
氷
で

【
毛
（
】
の
2
例
は
、
似
た
よ
う
な
フ
レ
ー
ズ
が
同
じ
匡
郭
内
に
並
ん
で
い
る

十
八
丁
ウ
に
み
ら
れ
る
。

十
八
丁
ウ

（
L1
）　

あ
る
【
毛
1
】
の

（
L1
～
L2
）　

形か
た
ち

な
き
｜
【
毛
1
】
の
な
り

（
L2
）　

形か
た
ち

な
き
【
毛
（
】
の

　
　
　

あ
る
【
毛
1
】
の

（
L（
）｜
至し

明め
い

な
る
【
毛
1
】
の
な
り
。

　
　
　

偽ぎ

変へ
ん

な
る
【
毛
（
】
の
な
り
。

　

L1
～
L（
の
間
に
六
回
「
も
の
」
が
書
か
れ
、
二
回
【
毛
1
】
が
使
用
さ
れ
た

後
に
【
毛
（
】
で
「
も
の
」
を
書
い
て
い
る
の
で
、
単
調
に
な
ら
な
い
よ
う
変

え
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
弓
張
月
の
【
毛
（
】
の
「
も
の
」
は
十
四
丁

オ
、
廿
五
丁
オ
、
三
十
丁
ウ
と
離
れ
た
場
所
で
、
右
の
よ
う
な
用
法
で
は
な
い
。

八
犬
伝
の
【
毛
（
】
の
助
詞
は
3
例
中
2
例
が
行
末
に
近
い
と
こ
ろ
に
み
ら
れ

る
が
、
使
用
理
由
は
判
然
と
し
な
い
。

　
〈
ヤ
〉
の
【
也
】
は
【
毛
1
】
と
同
じ
く
下
の
文
字
に
連
綿
し
や
す
い
字
体

で
あ
る
た
め
、「
や
ゝ
」「
や
う
や
く
」「
や
が
て
」
と
い
っ
た
語
頭
、「
は
や

く
」「
こ
や
つ
」「
あ
や
し
み
」
と
い
っ
た
語
中
に
限
ら
れ
る
。【
や
】
は
終
助

詞
「
や
」
や
「
は
や
」
等
、
文
末
や
語
末
に
用
い
ら
れ
る
が
、
語
頭
に
く
る
こ

と
も
あ
る
。
三
作
品
に
共
通
し
て
い
た
「
や
う
や
く
」
の
語
は
、
月
氷
で
は

「【
や
】
う
【
也
】
く
」、
弓
張
月
で
は
「【
也
】
う
【
や
】
く
」「【
や
】
う

【
也
】
く
」、
八
犬
伝
で
は
「【
也
】
う
【
也
】
く
」
と
な
っ
て
い
る
。
上
が

【
や
】
で
あ
っ
て
も
【
也
】
で
あ
っ
て
も
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
弓
張
月
と
八
犬

伝
の
「
や
よ
」、
弓
張
月
に
「
や
（
矢
）」
に
は
【
や
】
が
用
い
ら
れ
、
独
立
し

た
一
語
で
は
、
下
の
字
に
積
極
的
に
続
く
【
也
】
よ
り
【
や
】
が
相
応
し
い
の

で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
ま
で
は
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
用
法
が
み
ら
れ
た
仮
名
だ
が
、

【
介
】【
古
】【
尓
2
】【
盤
1
】【
毛
（
】
は
作
品
に
よ
っ
て
若
干
用
い
方
が
異

な
る
。【
古
】【
盤
1
】【
毛
（
】
は
む
し
ろ
機
能
的
用
法
と
は
異
な
る
用
い
方

が
顕
著
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。「
時
折
混
ぜ
ら
れ
る
」
と
い
っ
た
傾
向
の
字
体

も
、
し
ば
し
ば
み
ら
れ
た
。

３
―
２

　

次
に
、
先
行
研
究
で
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
、
読
本
に
特
徴
的
な
使
い
方
が

見
出
さ
れ
た
字
体
を
検
討
し
て
い
く
。

　
〈
ス
〉
の
【
春
】
と
【
須
1
】
は
、【
春
】
が
汎
用
の
字
体
、【
須
1
】
が
語

末
（
助
動
詞
「
ず
」
が
つ
く
語
を
表
2
で
は
語
末
に
含
め
た
）
と
い
う
使
い
分

け
が
共
通
し
て
い
る
。
弓
張
月
の
み
【
す
】
が
9
例
み
ら
れ
る
が
、【
須
1
】
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の
方
が
15
と
や
や
使
用
量
の
方
が
多
い
。
黄
表
紙
や
合
巻
と
い
っ
た
草
双
紙
は

【
須
1
】
よ
り
【
す
】
が
優
勢
で
あ
り
、
し
か
も
【
春
】【
す
】
は
用
法
が
判
然

と
し
な
い
。【
須
1
】
は
草
双
紙
な
ど
に
当
た
り
前
に
使
わ
れ
る
字
体
で
は
な

い
の
で
、
読
本
に
【
春
】【
須
1
】
に
共
通
す
る
住
み
分
け
が
み
ら
れ
た
の
は

興
味
深
い
。【
須
1
】
の
用
例
を
次
に
挙
げ
る
。

　
【
須
１
】

月
氷語

末
―
あ
ら
ず
5　

べ
か
ら
ず
5　

容た
や
す易

か
ら
ず
2　

な
ら
ず
2　

し

ら
ず　

あ
た
は
ず
等

弓
張
月

語
中
―
ま
す
〳
〵
2

語
末
―
か
な
ら
ず
2　

お
は
し
ま
す
2　

し
か
ず　

た
が
は
ず　

は
ゞ

か
ら
ず　

給
は
ず
等

八
犬
伝

語
中
―
ま
す
〳
〵

語
末
―
な
ら
ず
（　

給
は
ず
3　

思
は
ず
3　

用も
ち

ひ
ず
2　

死し

す
2　

異こ
と

な
ら
ず
2　

出
ず
等

　
「
ま
す
〳
〵
」
や
助
動
詞
「
ず
」
と
い
っ
た
語
を
【
春
】
で
書
く
こ
と
も
あ

り
、【
須
1
】
は
語
末
中
心
に
混
ぜ
ら
れ
る
字
体
と
な
っ
て
い
る
。

　
〈
ノ
〉
は
【
の
】
が
汎
用
で
、
使
用
量
と
し
て
も
メ
イ
ン
の
字
体
と
い
え
る
。

【
能
1
】
は
月
氷
5（
、
弓
張
月
1（
、
八
犬
伝
（
と
量
に
差
が
あ
る
。
月
氷
の
用

例
を
み
る
と
、
助
詞
「
の
」
の
211
例
中
（（
例
、「
お
の
づ
か
ら
」
（
例
中
1
例
、

「
も
の
」
20
例
中
（
例
が
【
能
1
】
で
あ
る
。
主
に
助
詞
に
混
ぜ
ら
れ
、
稀
に

自
立
語
に
【
能
1
】
が
使
わ
れ
る
。【
能
1
】
を
使
っ
て
書
く
「
お
の
づ
か
ら
」

は
、「
お
の
｜
づ
か
ら
」
と
改
行
で
途
切
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
弓
張
月
で

は
助
詞
「
の
」
12
、
語
末
は
名
詞
「
も
の
」
3（
例
中
1
例
、
副
詞
「
夥お

ほ
く

の
」

に
【
能
1
】
が
使
わ
れ
て
い
る
。
弓
張
月
の
【
能
1
】
の
（
例
は
行
末
近
く
に

み
ら
れ
、
字
体
を
歪
ま
せ
た
り
、
二
本
の
縦
線
の
間
に
前
後
の
文
字
を
挟
ま
せ

た
り
し
て
、
ス
ペ
ー
ス
を
省
略
す
る
書
き
方
を
し
て
い
る
。
改
行
に
よ
っ
て
語

が
途
切
れ
る
の
を
嫌
っ
た
技
法
か
と
考
え
ら
れ
る
。
八
犬
伝
は
「
も
の
」
（（
例

中
（
例
に
【
能
1
】
が
使
わ
れ
て
い
る
。
三
作
品
と
も
【
能
1
】
は
語
末
と
助

詞
が
使
用
領
域
で
あ
る
点
は
共
通
し
て
い
る
。

　
〈
フ
〉
の
【
ふ
】【
婦
】
は
、【
ふ
】
が
汎
用
の
字
体
、【
婦
】
が
語
頭
に
使
用

さ
れ
る
こ
と
が
読
本
三
作
品
に
共
通
し
て
い
た
。
先
行
研
究
で
は
【
婦
】
の
用

法
が
一
定
し
て
い
な
い
。
読
本
三
作
品
で
は
【
婦
】
は
す
べ
て
語
頭
で
あ
る
。

【
ふ
】【
婦
】
の
語
頭
の
用
例
を
み
る
と
、
こ
の
二
種
類
の
字
体
で
同
じ
語
を
書

い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
【
婦
】月

氷　

ふ
か
く
2　

ふ
た
ゝ
び
2

弓
張
月　

ふ
た
り　

ふ
た
ゝ
び　

ふ
り
た
る
（
古
）

八
犬
伝　

ふ
た
り

　
【
ふ
】月

氷　

ふ
か
く
3　

ふ
た
ゝ
び　

ふ
か
ゝ
り
し　

ふ
か
し　

ふ
り
て　

ふ

る
は
し
て

弓
張
月　

ふ
か
く
12　

ふ
た
ゝ
び
5　

ふ
り
た
る
（
古
）　

ふ
り
て
ら
し

て
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八
犬
伝　

ふ
か
く
2　

ふ
か
く
し　

ふ
か
く
し
て　

ふ
か
き　

ふ
き　

ふ

く　

ふ
ら
せ
し
等

大
抵
は
【
ふ
】
で
語
を
書
き
、
稀
に
語
頭
に
【
婦
】
を
使
用
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　
〈
ホ
〉
の
【
本
】
と
【
保
】
は
、
草
双
紙
な
ど
で
は
【
本
】
が
優
勢
で
、

【
保
】
が
全
く
使
用
さ
れ
な
い
場
合
が
多
い
。
読
本
三
作
品
で
は
、【
保
】
の
使

用
量
が
月
氷
1（
、
弓
張
月
32
、
八
犬
伝
12
、【
本
】
が
月
氷
3
、
弓
張
月
（
、

八
犬
伝
（
と
【
保
】
が
多
め
で
あ
る
。
な
お
、
弓
張
月
・
八
犬
伝
は
【
ほ
】
も

用
い
て
い
る
。【
保
】【
本
】
の
用
例
を
次
に
挙
げ
る
。

　
【
保
】月

氷語
頭
―
ほ
ど
2

準
語
頭
―
何
ほ
ど

語
中
―
お
ほ
し　

お
ほ
か
り　

お
ぼ
え
し　

も
よ
ほ
し

語
末
―
な
ほ
9

弓
張
月

語
中
―
お
ぼ
し
て
（　

お
ぼ
し
3　

お
ぼ
さ
ん　

お
ぼ
え
ね
ば　

お
ぼ

す　

も
よ
ほ
し
て
他

語
末
―
な
ほ
1（

八
犬
伝

語
中
―
お
ぼ
つ
か
な
し　

お
ぼ
し
き　

お
ぼ
し
召　

お
ぼ
ゆ
れ
ば　

な

ほ
り
て　

ひ
き
し
ぼ
り
て
等

語
末
―
な
ほ
5

　
【
本
】

月
氷語

中
―
お
ほ
く

語
末
―
な
ほ
2

弓
張
月

語
中
―
お
ぼ
し　

と
ぼ
し
か
ら
ず　

の
ぼ
し　

引
し
ぼ
り　

刺さ
し

と
ほ
し

八
犬
伝

語
頭
―
ほ
ゐ

準
語
頭
―
待ま

つ

ほ
ど

語
中
―
お
ぼ
つ
か
な
く　

お
ぼ
し
く
て　

立
な
ほ
し　

取と
り

な
ほ
す

語
末
―
な
ほ　

処と
こ
ろ

得え

が
ほ

　

月
氷
で
は
【
保
】
が
位
置
に
関
係
な
く
使
用
さ
れ
、【
本
】
は
語
中
末
に
し

か
使
わ
れ
な
い
。
弓
張
月
は
【
保
】
が
語
中
末
に
偏
り
、【
本
】
は
語
頭
中
に

み
ら
れ
る
。
八
犬
伝
の
【
保
】
は
語
中
末
、【
本
】
は
位
置
に
関
係
な
く
使
用

さ
れ
る
。
各
資
料
で
使
用
傾
向
が
異
な
る
が
、「
お
ぼ
し
」
の
語
、
活
用
形
は

三
作
品
を
通
じ
て
ほ
と
ん
ど
【
保
】
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

月
氷
と
弓
張
月
で
は
近
く
の
行
に
使
用
さ
れ
る
同
じ
語
の
字
体
を
【
本
】
と

【
保
】
で
変
え
て
い
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。

月
氷十

二
丁
オ

（
L（
）　

な
【
保
】

（
L（
）　

な
【
本
】

十
五
丁
オ

（
L5
）　

な
【
保
】
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（
L10
）　

な
【
本
】

弓
張
月

引
し
ぼ
り

十
四
丁
オ

（
L（
）　　

引
し
【
本
】
り

（
L11
）　　

引
し
【
保
】
り

刺
と
ほ
し

廿
五
丁
ウ

（
L9
～
L10
）
刺さ

し

と
【
保
】
｜
し
刺さ

し

と
【
本
】
し

　

八
犬
伝
に
は
こ
う
し
た
用
法
は
な
い
が
、
使
い
分
け
と
は
異
な
る
用
法
を

【
保
】【
本
】
は
含
ん
で
い
る
。

　
〈
マ
〉
は
【
ま
】【
末
】【
満
2
】
の
三
種
類
の
字
体
が
共
通
し
て
い
た
。

【
ま
】【
末
】
の
二
種
類
は
、
語
頭
中
を
中
心
に
使
わ
れ
る
と
い
う
用
法
が
似
て

お
り
、
三
作
品
で
は
ど
ち
ら
か
が
主
体
的
に
使
わ
れ
、
も
う
片
方
は
少
量
混
ぜ

ら
れ
る
字
体
と
な
っ
て
い
る
。

　
【
ま
】月

氷語
頭
―
ま
づ
5　

ま
す
〳
〵
2　

ま
げ
て　

ま
つ　

ま
だ　

ま
す
（
増
）　

ま
じ
は
り

語
中
―
た
ち
ま
ち
3　

い
ま
だ
2　

あ
や
ま
ち　

い
ま
し
め　

し
づ
ま

り　

と
ま
れ
か
く
ま
れ
等

語
末
―
ひ
ま
2

付
属
語
―
ま
で
2

弓
張
月

語
中
―
い
ま
だ
2

八
犬
伝

語
頭
―
ま
よ
へ
（
迷
）

準
語
頭
―
う
ち
ま
も
る

語
中
―
あ
ま
り　

あ
ま
る

語
末
―
あ
な
が
ま

付
属
語
―
ま
で

　
【
末
】月

氷語
頭
―
ま
ゐ
ら
す　

ま
ゐ
ら
せ
し　

ま
つ
は
り
し

語
中
―
た
ち
ま
ち
2　

の
た
ま
は
く　

の
た
ま
ふ　

た
ま
ふ

弓
張
月

語
頭
―
ま
ゐ
ら
せ
（　

ま
ゐ
ら
す
れ
（　

ま
づ
（　

ま
つ
は
り
て
3　

ま
す
〳
〵
2
等

語
中
―
い
ま
だ
（　

あ
ま
り　

あ
ま
り
て　

い
き
ま
き
て　

と
ま
れ
か

く
ま
れ　

浅あ
さ

ま
し
等

八
犬
伝

語
頭
―
ま
う
す
（　

ま
す
〳
〵
3　

ま
づ
3　

ま
し
て
2　

ま
ゐ
ら
ざ

る　

ま
ゐ
り
等

準
語
頭
―
か
く
ま
で
2　

身
ま
か
り

語
中
―
そ
が
ま
ゝ
（　

つ
か
ま
つ
ら
ん
2　

あ
ま
り
2　

い
ま
だ　

い

つ
の
ま
に　

お
さ
ま
り
等
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付
属
語
―
ま
で
10　

ま
せ　

ま
じ
き

　

月
氷
は
【
ま
】
が
メ
イ
ン
に
用
い
ら
れ
、
語
頭
中
に
【
末
】
が
み
ら
れ
る
。

弓
張
月
は
ご
く
少
量
【
ま
】
が
使
用
さ
れ
、
主
に
【
末
】
が
使
わ
れ
る
。
八
犬

伝
は
【
ま
】
が
汎
用
だ
が
、
非
語
末
で
【
末
】
が
多
い
。【
ま
】【
末
】
は
「
ま

す
〳
〵
」
や
「
ま
づ
」
な
ど
同
じ
語
を
書
い
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
代
替

が
利
き
、
書
き
手
に
よ
っ
て
選
ぶ
こ
と
の
で
き
る
字
体
で
あ
る
。【
末
】
の
用

例
を
見
る
と
、「
ま
ゐ
ら
す
」
の
語
が
三
作
品
に
共
通
し
て
お
り
、【
末
】
は
語

に
定
着
し
て
い
る
側
面
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
【
満
2
】

（
（（
（

は
月
氷
と
、
弓
張
月
・
八
犬
伝
と
の
間
に
用
法
の
違
い
が
あ
る
。

　
【
満
2
】

月
氷語

頭
―
ま
す
〳
〵
2　

ま
つ
は
る

語
中
―
た
ち
ま
ち
5　

の
た
ま
は
く　

身
ま
か
り　

と
ま
れ
か
く
ま
れ

弓
張
月

語
中
―
ま
し
ま
す
2　

ま
し
ま
さ
ば　

え
ら
ま
ず

八
犬
伝

語
中
―
ま
し
ま
さ
ず

　

月
氷
に
は
【
満
2
】
の
使
用
量
が
多
め
で
、
語
頭
に
使
用
さ
れ
る
場
合
も
3

例
あ
る
。「
ま
す
〳
〵
」
／
【
満
2
】
2
【
末
】
2
、「
た
ち
ま
ち
」
は
延
べ
10

の
う
ち
【
満
2
】
5
【
ま
】
（
【
末
】
2
と
様
々
な
字
体
で
変
化
を
つ
け
て
書

く
。
ま
た
、「
と
ま
れ
か
く
ま
れ
」
は
上
の
〈
マ
〉
は
【
ま
】、
下
の
〈
マ
〉
を

【
満
2
】
に
し
て
お
り
、
弓
張
月
・
八
犬
伝
に
も
「
ま
し
ま
す
」「
ま
し
ま
さ

ば
」「
ま
し
ま
さ
ず
」
の
例
を
語
頭
が
【
末
】、
語
中
を
【
満
2
】
に
し
て
い
る
。

【
満
2
】
は
主
に
変
化
を
つ
け
る
用
途
で
使
わ
れ
る
。

　
〈
リ
〉
は
助
動
詞
「
た
り
」「
な
り
」「
け
り
」
や
動
詞
の
活
用
語
尾
が
主
で

あ
り
、
三
作
品
と
も
【
り
】
を
主
体
に
、【
里
】
が
補
助
的
に
用
い
ら
れ
て
い

た
。【
里
】
は
先
行
研
究
で
共
通
し
た
用
法
は
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。
使
用
量

は
月
氷
30
、
弓
張
月
19
、
八
犬
伝
5
と
月
氷
に
や
や
多
め
で
あ
る
。
月
氷
・
弓

張
月
は
動
詞
の
語
幹
を
漢
字
で
書
い
た
と
き
の
連
用
形
活
用
語
尾
（
月
氷
「
来き

た

り
」「
破や

ぶ

り
」「
至い

た

り
」
等
、
弓
張
月
「
叱し

か

り
」「
帰か

え

り
」「
止と

ま

り
」
等
）
に

【
里
】
が
使
用
さ
れ
る
。
月
氷
の
「
漢
字
＋
り
」
は
10
例
中
（
例
に
【
里
】
を

用
い
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
が
、
他
の
二
作
品
は
そ
れ
ほ
ど
使
わ
れ
な
い
。
弓
張

月
は
「
吼ほ

え

か
ゝ
り
て
」
2
「
跳と

び

か
ゝ
り
て
」
の
3
例
の
「
ゝ
」
に

続
く
形
に
す
べ
て
【
里
】
が
用
い

ら
れ
る
。
八
犬
伝
は
自
立
語
だ
と

「
き
り
ゝ
と
」「
ば
ら
り
ず
ん
」

「
残の

こ

り
て
」
の
3
例
に
の
み
【
里
】

が
使
わ
れ
、「
残の

こ

り
て
」
は
「
残の

こ

｜
り
て
」
と
改
行
に
よ
っ
て
途
切

れ
る
箇
所
に
【
里
】
を
用
い
、

「
き
り
ゝ
と
」「
ば
ら
り
ず
ん
」
は

共
に
擬
音
語
で
あ
る
。
読
本
三
作

品
の
傾
向
と
し
て
【
里
】
は
使
用

す
る
箇
所
を
限
っ
て
、
時
折
混
ぜ

て
い
る
字
体
と
い
う
印
象
で
あ
る
。

表 5　漢字の直後〈レ〉

漢
字
＋【
連
】

漢
字
＋【
れ
】

22 3 月氷
23 1（ 弓張月
32 31 八犬伝

表 4　【れ】【連】の分布

わ
れ

こ
れ

1（ 15 れ 月
氷0 22 連

1（ 2（ れ 弓
張
月1 3 連

13 23 れ 八
犬
伝2 1（ 連
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〈
レ
〉
は
草
双
紙
な
ど
で
は
【
れ
】
の
み
で
書
く
か
、【
連
】
は
使
用
さ
れ
て

も
1
～
2
例
と
僅
か
で
あ
る
。
読
本
三
作
品
に
は
必
ず
【
連
】
が
使
用
さ
れ
て

い
た
だ
け
で
な
く
、
月
氷
【
れ
】
（1
【
連
】
（（
、
弓
張
月
【
れ
】
149
【
連
】
（（
、

八
犬
伝
【
れ
】
115
【
連
】
109
と
使
用
割
合
に
は
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
が
、
い
ず
れ

の
読
本
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
字
体
だ
っ
た
。
使
用
箇
所
は
語
中
末
に
限
ら
れ
、

「
み
だ
れ
て
」「
見
れ
ば
」
と
い
っ
た
動
詞
の
活
用
語
尾
や
、「
こ
れ
」「
わ
れ
」

な
ど
名
詞
の
語
末
で
あ
る
。
頻
出
語
で
あ
る
「
こ
れ
」「
わ
れ
」
を
み
て
み
た

い
。
表
（
を
参
照
す
る
と
、
月
氷
と
八
犬
伝
は
「
こ
れ
」
を
【
れ
】【
連
】
を

混
ぜ
て
書
い
て
い
る
の
が
分
か
る
。「
わ
れ
」
は
【
連
】
が
混
ざ
っ
て
も
1
～

2
例
と
い
う
傾
向
が
三
作
品
に
通
じ
る
。
ま
た
、
表
5
に
、
漢
字
直
後
の
送
り

仮
名
の
「
漢
字
＋
【
れ
】」「
漢
字
＋
【
連
】」
の
数
量
を
示
し
た
。
い
ず
れ
も

【
連
】
が
優
勢
で
あ
る
。【
連
】
は
使
う
箇
所
に
よ
っ
て
か
な
り
意
識
的
に
使
っ

て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　

草
双
紙
な
ど
に
そ
れ
ほ
ど
使
用
量
が
多
く
な
く
、
決
ま
っ
た
用
法
を
見
出
し

づ
ら
い
字
体
が
、
三
作
品
の
読
本
に
共
通
す
る
使
用
傾
向
が
み
ら
れ
た
り
、
個

別
に
読
本
の
特
徴
的
な
用
法
と
な
っ
て
い
た
り
す
る
。
草
双
紙
な
ど
は
字
体
の

種
類
総
数
が
少
な
め
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
用
法
上
に
お
い
て
も
よ
り
統
一
的

で
あ
り
、
読
本
の
平
仮
名
字
体
の
用
法
に
は
種
類
を
限
っ
て
自
由
さ
が
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。３

―
３

　

一
作
品
に
特
徴
的
な
用
法
が
み
ら
れ
た
も
の
は
次
の
仮
名
で
あ
る
。

　
〈
イ
〉
は
【
い
】
が
主
に
使
わ
れ
、【
以
】
は
弓
張
月
が
2
、
八
犬
伝
が
（
と

使
用
量
が
二
桁
に
も
満
た
な
い
が
、
月
氷
の
み
20
と
多
め
で
あ
る
。
弓
張
月
と

八
犬
伝
の
【
以
】
の
用
例
は
、
弓
張
月
「
い
か
な
る
」「
か
い
繕つ

く
ろ

ひ
」、
八
犬

伝
「
い
づ
れ
」「
い
か
に
」「
い
た
う
」「
か
い
繰く

り
」
と
な
っ
て
い
る
。
月
氷

の
用
例
に
は
「
か
い
つ
か
み
」
が
あ
り
、
接
頭
辞
「
か
い
」
に
【
以
】
が
用
い

ら
れ
る
の
は
三
作
品
で
共
通
し
て
い
た
。
月
氷
の
他
の
用
例
は
「
い
へ
ど
も
」

（
「
い
た
づ
ら
に
」
2
「
い
た
り
て
」
2
「
い
た
り
」「
い
た
れ
ば
」「
い
た

る
」「
い
た
ゞ
き
」
な
ど
〈
イ
〉
の
次
に
〈
タ
〉【
堂
】【
多
1
】
の
字
体
に
続

く
語
頭
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
「
い
ひ
」
／
【
い
】
9
【
以
】
1
、「
い
へ
ら

く
」
／
【
い
】
（
【
以
】
1
、「
い
へ
ど
も
」
／
【
い
】
（
【
以
】
（
と
い
っ

た
、
文
中
に
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
語
に
【
以
】
を
混
ぜ
る
。

　
〈
タ
〉
の
【
多
1
】【
た
】
は
、【
た
】
が
語
頭
、【
多
1
】
が
汎
用
の
字
体
と

い
う
傾
向
が
あ
る
。【
た
】
の
使
用
量
を
み
る
と
弓
張
月
は
1
例
（「
た
ゝ
か

ひ
」）、
八
犬
伝
は
（
（「
た
る
」
2
「
た
り
」「
た
ち
」「
た
も
つ
」「
を
り
た
ち

て
」）
で
、
他
の
多
く
の
語
は
【
多
1
】
に
よ
っ
て
書
か
れ
る
。
月
氷
は
【
た
】

（（
と
使
用
量
が
飛
び
抜
け
て
い
る
。
月
氷
の
「
た
」
の
用
例
は
、
助
動
詞
「
た

り
」
23
例
中
1（
例
、「
た
る
」
10
例
中
（
例
、「
た
れ
」
1
「
た
ま
へ
」
1
、
自

立
語
語
頭
「
た
ち
ま
ち
」
11
「
た
の
し
ま
ず
」「
た
ち
ぬ
」
等
、
準
語
頭
「
引

た
て
ゝ
」、
語
中
「
み
だ
れ
て
」
と
い
っ
た
語
で
あ
る
。
月
氷
の
み
に
【
堂
】

の
字
体
も
み
ら
れ
、
語
頭
に
の
み
少
量
の
使
用
が
み
ら
れ
た
弓
張
月
・
八
犬
伝

に
比
べ
て
、〈
タ
〉
の
字
体
を
様
々
に
使
い
書
く
の
が
特
徴
的
と
い
え
よ
う
。

　
〈
ヒ
〉
の
【
ひ
】【
飛
】
は
、
弓
張
月
・
八
犬
伝
に
共
通
す
る
用
法
が
み
ら
れ

る
も
の
の
、
月
氷
の
【
飛
】
が
特
徴
的
な
用
法
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。【
ひ
】

は
月
氷
・
弓
張
月
で
語
中
末
、
八
犬
伝
に
汎
用
の
字
体
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
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動
詞
の
送
り
仮
名
「
い
ひ
」「
思
ひ
」「
給
ひ
」
等
に
使
わ
れ
る
。【
飛
】
の
用

例
を
次
に
挙
げ
る
。

　
【
飛
】月

氷語
頭
―
ひ
と
り
5　

ひ
と
し
く　

ひ
ゞ
き
て　

ひ
ら
き　

ひ
ま　

ひ
ら

き
て　

ひ
ろ
く

語
末
―
よ
ろ
こ
び
（　

し
の
び
2　

ふ
た
ゝ
び　

一
た
び　

こ
ひ
（
請
）　

う
し
な
ひ　

お
も
ひ
等

弓
張
月

語
頭
―
ひ
と
り
3　

ひ
ろ
く　

ひ
た
と

八
犬
伝

語
頭
―
ひ
ら
け
ば　

ひ
と
つ
と
し
て

準
語
頭
―
推お

し

ひ
ら
き
て

　

弓
張
月
は
語
頭
が
【
飛
】
を
占
め
、
語
中
末
が
【
ひ
】
と
住
み
分
け
が
な
さ

れ
て
い
る
。
八
犬
伝
で
は
語
頭
に
【
飛
】
が
混
ざ
っ
て
い
る
形
で
あ
る
。
月
氷

で
は
【
飛
】
が
語
頭
を
占
め
て
い
る
だ
け
な
ら
ず
、
語
末
に
お
い
て
も
使
用
さ

れ
て
い
る
。「
よ
ろ
こ
び
」
／
【
ひ
】
2
【
飛
】
（
、「
ふ
た
ゝ
び
」
／
【
ひ
】

2
【
飛
】
1
、「
う
し
な
ひ
」
／
【
ひ
】
1
【
飛
】
1
、「
思
ひ
」
／
【
ひ
】
1

【
飛
】
1
と
同
じ
語
に
【
飛
】【
ひ
】
両
方
の
字
体
を
用
い
る
。
語
の
明
示
の
た

め
に
語
頭
に
使
う
と
い
う
よ
り
、
装
飾
性
重
視
に
使
用
さ
れ
る
印
象
で
あ
る
。

　
〈
メ
〉
は
【
免
1
】
と
、
若
干
漢
字
に
近
い
【
免
2
】
が
あ
り
、
月
氷
は

【
め
】【
免
2
】、
弓
張
月
・
八
犬
伝
は
【
め
】【
免
1
】
を
用
い
て
い
る
。
用
法

は
月
氷
に
の
み
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
弓
張
月
・
八
犬
伝
は
と
も
に
【
め
】
の

使
用
量
が
多
く
、【
免
1
】
の
使
用
量
が
1
の
み
で
、
弓
張
月
は
「
睨に

ら
み

つ
め

て
」、
八
犬
伝
は
助
動
詞
「
め
」
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
用
法
に
共
通
性

は
見
い
だ
せ
な
い
。
月
氷
で
は
【
め
】
9
、【
免
2
】
20
と
使
用
量
が
上
回
る
。

月
氷

　
【
め
】語

中
―
す
ゝ
め
る　

す
ゝ
め
て　

飽あ
か

し
め
て

語
末
―
い
ま
し
め　

鎮し
ず

め

助
動
詞
―
な
め
り
2　

め
2　

し
め

　
【
免
2
】語

中
―
も
と
め
2　

は
じ
め　

す
ゝ
め

語
末
―
は
じ
め
て
（　

な
が
め
て
2　

や
め
て

助
動
詞
―
な
め
り
2　

し
め
2　

め　

け
め

　

用
例
を
み
る
と
、
ど
ち
ら
の
字
体
も
語
中
末
、
助
動
詞
に
用
い
ら
れ
る
。
助

動
詞
「
な
め
り
」「
し
め
」「
め
」
は
字
体
の
組
み
合
わ
せ
で
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
増
や
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
す
ゝ
め
る
」「
す
ゝ
め
て
」「
は
じ
め
」

「
は
じ
め
て
」
は
ほ
ぼ
決
ま
っ
た
字
体
で
書
か
れ
て
い
る
。
全
体
的
に
【
め
】

で
書
く
語
と
【
免
2
】
で
書
く
語
を
分
け
て
、
ち
り
ば
め
て
い
る
印
象
で
あ
る
。

　
〈
ヲ
〉
の
【
を
】
は
主
に
助
詞
「
を
」
を
書
く
ほ
か
、
自
立
語
に
使
わ
れ
る
。

自
立
語
の
用
例
を
挙
げ
る
と
、
月
氷
「
を
ろ
」「
を
し
へ
て
」「
を
は
り
て
」

「
朽く

ち

を
し
」
等
、
弓
張
月
「
を
は
り
」
2
「
を
り
〳
〵
」「
朽く

ち

を
し
さ
」「
や
を

ら
」「
や
を
れ
」
等
、
八
犬
伝
「
を
さ
〳
〵
」
2
「
を
り
」「
や
を
ら
」
2
「
や

を
れ
」
等
で
あ
る
。【
越
】
は
助
詞
「
を
」
に
の
み
使
わ
れ
る
。
こ
の
【
を
】

【
越
】
の
住
み
分
け
は
読
本
三
作
品
に
共
通
す
る
。
と
こ
ろ
が
、【
越
】
の
使
用
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量
を
み
る
と
、
月
氷
（
、
弓
張
月
（
、
八
犬
伝
90
と
八
犬
伝
が
突
出
し
て
い
る
。

月
氷
・
弓
張
月
は
稀
に
み
ら
れ
る
と
い
う
印
象
だ
が
、
八
犬
伝
は
満
遍
な
く
文

中
に
み
ら
れ
る
。

　

最
後
に
特
に
は
っ
き
り
し
た
特
徴
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
仮
名
を
挙
げ
る
。

　
〈
ナ
〉
は
【
奈
1
】【
な
】
の
二
種
類
が
三
作
品
で
共
通
し
て
い
た
。
月
氷
・

八
犬
伝
は
【
奈
1
】
を
メ
イ
ン
に
使
用
し
【
な
】
は
少
量
、
弓
張
月
は
【
な
】

が
【
奈
1
】
を
上
回
っ
て
使
用
さ
れ
、【
奈
1
】【
な
】
以
上
に
【
奈
1
】
に
近

い
が
一
画
多
い
【
奈
2
】
が
使
わ
れ
る
。〈
ナ
〉
の
語
に
多
い
の
は
助
動
詞

「
な
り
」「
な
し
」、
形
容
詞
「
な
し
」
で
、
月
氷
・
八
犬
伝
は
そ
う
し
た
語
を

書
く
際
に
【
奈
1
】【
な
】
を
混
ぜ
て
書
く
。
弓
張
月
は
【
奈
2
】
が
メ
イ
ン
、

【
奈
1
】
が
混
ぜ
ら
れ
、【
な
】
は
位
置
や
語
に
関
係
な
く
用
い
ら
れ
て
い
る
の

が
特
徴
的
で
あ
る
。

　
〈
ユ
〉
の
仮
名
は
三
作
品
に
【
ゆ
】【
由
1
】
の
二
種
類
が
共
通
し
た
。
用
例

を
挙
げ
る
と
、【
ゆ
】
は
月
氷
に
準
語
頭
「
引ひ

き

ゆ
く
」、
弓
張
月
に
語
頭
「
ゆ

く
」
3
、
八
犬
伝
に
語
頭
「
ゆ
く
」
2
「
ゆ
き
〳
〵
て
」「
ゆ
き
と
ゞ
く
」、
準

語
頭
「
落お

ち

て
ゆ
く
」
2
「
牽ひ

き

て
ゆ
く
」
と
語
頭
・
準
語
頭
が
中
心
で
あ
る
。

【
由
1
】
は
月
氷
に
語
頭
「
ゆ
づ
り
」「
ゆ
ゑ
に
」「
ゆ
る
し
」
な
ど
、
準
語
頭

「
將つ

れ

ゆ
く
」、
語
末
「
聞き

こ

ゆ
」、
弓
張
月
に
準
語
頭
「
伴と

も
な

い
ゆ
く
」、
語
中
「
見

ゆ
る
」、
八
犬
伝
に
語
頭
「
ゆ
く
」
2
「
ゆ
く
り
な
く
」、
語
中
「
お
ぼ
ゆ
れ
」

と
語
中
末
に
も
み
ら
れ
る
。
汎
用
の
【
由
1
】、
語
頭
に
偏
る
【
ゆ
】
と
い
う

見
方
が
で
き
る
が
、
使
用
量
が
少
な
い
の
で
は
っ
き
り
と
は
し
な
い
。

　
〈
ラ
〉
は
現
行
仮
名
字
体
に
近
い
【
ら
1
】
と
「
～
」
の
形
に
近
い
【
ら
2
】、

「
～
」
に
一
点
加
え
た
よ
う
な
【
ら
3
】
が
、
三
作
品
で
み
ら
れ
る
。
月
氷
は

【
ら
1
】【
ら
2
】、
弓
張
月
・
八
犬
伝
に
は
【
ら
1
】【
ら
3
】
の
二
種
類
が
そ

れ
ぞ
れ
使
わ
れ
、【
ら
2
】【
ら
3
】
は
【
ら
1
】
よ
り
使
用
量
が
多
く
、
役
割

と
し
て
も
同
等
と
い
え
る
。〈
ラ
〉
は
「
あ
ら
ず
」「
い
へ
ら
く
」「
奉
ら
ん
」

と
い
っ
た
動
詞
未
然
形
活
用
語
尾
や
、
助
動
詞
「
ら
る
」「
べ
か
ら
ず
」「
ざ

ら
」
等
に
限
ら
れ
、
多
く
は
【
ら
2
】【
ら
3
】
で
書
か
れ
る
。【
ら
1
】
は
月

氷
（
、
弓
張
月
15
、
八
犬
伝
15
と
な
っ
て
お
り
、
助
動
詞
「
ら
る
」
や
「
悞

あ
や
ま

ら
ず
」「
易や

す

か
ら
ん
」
と
い
っ
た
動
詞
活
用
形
語
尾
な
ど
に
時
折
混
ぜ
ら
れ
る

字
体
で
あ
る
。
使
用
領
域
は
【
ら
2
】【
ら
3
】
と
同
等
で
、【
ら
1
】
に
限
ら

れ
た
用
法
は
な
い
。

　
〈
ル
〉
は
現
行
仮
名
字
体
に
近
い
【
る
1
】
と
、
上
の
字
か
ら
連
綿
出
来
る

形
の
【
る
2
】、【
類
】
が
三
作
品
に
み
ら
れ
る
。〈
ル
〉
の
語
は
動
詞
終
止
形

が
大
勢
で
あ
る
。
月
氷
に
は
動
詞
終
止
形
の
字
種
の
違
い
と
「
ゝ
」
と
の
組
み

合
わ
せ
に
【
る
1
】【
る
2
】
の
傾
向
が
み
え
る
。「
畏お

そ

る
」「
被こ

う
む

る
」「
飾か

ざ

る
」

な
ど
「
漢
字
＋
る
」
の
形
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
【
る
1
】
が
用
い

ら
れ
、
平
仮
名
で
書
か
れ
る
「
す
る
」
全
10
例
や
、「
あ
る
」
13
例
中
10
例
は

【
る
2
】
で
あ
る
。「
涙そ

ゝ
ぎ

入い

る
ゝ
」「
生う

ま

る
ゝ
」「
逃の

が

る
ゝ
」
と
「
漢
字
＋
る
ゝ
」

と
踊
り
字
が
続
く
場
合
は
、【
る
2
】

を
用
い
て
漢
字
か
ら
一
続
き
に
な
っ
て

い
る
。
但
し
弓
張
月
の
「
漢
字
＋
る
」

は
表
（
に
示
し
た
よ
う
に
【
る
1
】

【
る
2
】
が
ほ
と
ん
ど
同
等
に
用
い
ら

れ
る
。「
敗や

ぶ

る
ゝ
」
な
ど
「
漢
字
＋

る
ゝ
」
は
（
例
す
べ
て
【
る
1
】
で
月

表 6　漢字の直後〈ル〉

漢
字
＋【
る
1
】

漢
字
＋【
る
2
】

21 2 月氷
22 1（ 弓張月
39 1（ 八犬伝
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氷
と
は
異
な
る
。
八
犬
伝
の
「
漢
字
＋
る
」
は
【
る
1
】
が
や
や
多
い
。「
漢

字
＋
る
ゝ
」
は
【
る
1
】
（
【
る
2
】
5
と
さ
ほ
ど
字
体
の
使
用
量
が
変
わ
ら

な
い
。
個
人
的
な
筆
の
流
れ
や
書
き
や
す
さ
に
よ
っ
て
、【
る
1
】【
る
2
】
の

使
用
傾
向
が
分
か
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。【
類
】
は
草
双
紙
な
ど
に
滅
多
に
使

用
さ
れ
な
い
字
体
で
、
月
氷
1（
、
弓
張
月
1
、
八
犬
伝
2
と
、
月
氷
は
や
や
多

め
で
あ
る
。
弓
張
月
は
「
い
か
な
る
」、
八
犬
伝
は
「
あ
る
」「
得
る
」
に
用
い

ら
れ
、
い
ず
れ
も
行
末
、
行
末
に
近
い
箇
所
に
使
わ
れ
て
い
る
。【
る
2
】
で

書
く
と
ス
ペ
ー
ス
が
余
っ
て
し
ま
う
と
き
に
、
や
や
大
き
め
で
複
雑
な
字
体
で

埋
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
月
氷
は
助
動
詞
「
ら
る
」
2
「
る
」「
た
る
」
（
、

自
立
語
語
末
「
あ
る
」
3
「
あ
づ
か
る
」「
し
る
（
知
）」「
ま
つ
は
る
」「
う
く

る
」
に
【
類
】
が
用
い
ら
れ
る
。
助
動
詞
「
ら
る
」「
る
」
が
書
か
れ
る
の
は

【
類
】
で
の
み
。
し
か
し
行
末
に
使
用
さ
れ
る
例
な
ど
は
な
い
。
語
を
書
く
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
用
い
ら
れ
る
面
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。

４

　

読
本
は
自
立
語
の
ほ
と
ん
ど
を
漢
字
で
書
く
が
、
平
仮
名
で
書
か
れ
る

「
か
ゝ
る
」
や
「
し
ば
し
」「
し
か
る
に
」
と
い
っ
た
副
詞
、
連
体
詞
、
接
続
詞
、

ま
た
名
詞
や
動
詞
に
【
か
】
や
【
志
】
と
い
っ
た
特
定
の
位
置
に
用
ら
れ
る
字

体
を
使
う
点
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
非
語
頭
の
【
起
】
や
【
天
】
は
動

詞
の
送
り
仮
名
に
使
わ
れ
、
使
用
量
が
多
く
な
る
場
合
が
み
ら
れ
た
。
一
方
、

自
立
語
を
書
く
機
会
の
減
る
〈
ニ
〉
の
【
尓
1
】【
尓
2
】
等
は
、
助
詞
「
に
」

に
使
う
メ
イ
ン
の
字
体
が
本
に
よ
っ
て
異
な
る
と
い
う
こ
と
が
起
こ
り
、
こ
れ

も
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
。

　

表
記
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
す
志
向
は
強
く
、
全
体
と
し
て
、
草
双
紙

に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
字
体
を
よ
く
使
っ
て
い
る
。【
保
】
は
草
双
紙
で
よ

く
使
わ
れ
る
【
本
】
よ
り
多
く
使
用
さ
れ
、【
連
】
も
使
用
量
が
多
め
で
あ
っ

た
。
読
本
三
作
品
に
通
じ
て
み
ら
れ
た
の
は
頻
出
語
の
字
体
を
変
え
る
用
法
で

あ
る
。
特
に
【
古
】
は
月
氷
の
「
こ
れ
」、
八
犬
伝
の
「
こ
ゝ
」
に
混
ぜ
ら
れ

る
の
が
顕
著
だ
っ
た
。
改
行
を
嫌
っ
た
用
法
も
み
ら
れ
、
月
氷
に
は
「
お
の
｜

づ
か
ら
」
と
語
が
切
れ
て
し
ま
う
箇
所
に
わ
ざ
と
【
能
1
】
を
用
い
る
場
合
が

あ
っ
た
り
、
大
き
目
な
字
を
使
っ
て
ス
ペ
ー
ス
を
埋
め
る
、
字
体
を
歪
め
さ
せ

て
ス
ペ
ー
ス
を
省
略
し
た
り
す
る
技
法
的
な
用
い
方
が
弓
張
月
に
は
み
ら
れ
た
。

匡
郭
が
あ
り
、
行
数
の
決
ま
っ
て
い
る
読
本
は
、
語
の
切
れ
目
を
注
意
喚
起
す

る
か
、
あ
る
い
は
回
避
す
る
配
慮
を
要
し
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
行
数
の
決

ま
っ
て
い
る
本
な
ら
で
は
と
い
え
る
。
今
回
は
各
作
品
に
し
か
み
ら
れ
な
い
字

体
は
割
愛
し
た
が
、
三
作
品
に
共
通
す
る
字
体
を
検
討
し
た
の
に
関
わ
ら
ず
、

既
に
示
し
た
通
り
作
品
に
よ
っ
て
は
特
徴
的
な
字
体
の
用
法
が
み
ら
れ
た
こ
と

は
興
味
深
い
と
い
え
よ
う
。

　

草
双
紙
は
平
仮
名
主
体
、
読
本
は
漢
字
主
体
の
文
章
だ
が
、
草
双
紙
よ
り
読

本
の
平
仮
名
字
体
は
多
様
で
あ
り
、
平
仮
名
に
も
教
養
色
が
強
い
表
記
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
各
作
品
に
の
み
み
ら
れ
た
字
体
を
除
外
し
た
の
で
、
充
分

に
そ
れ
ぞ
れ
の
読
本
を
検
討
し
た
と
は
い
え
な
い
。
加
え
て
、
よ
り
広
い
範
囲

の
読
本
の
字
体
の
種
類
を
比
較
対
照
し
な
け
れ
ば
、
今
回
の
調
査
を
ジ
ャ
ン
ル

と
し
て
の
特
徴
と
す
る
に
は
早
計
と
い
え
る
。
江
戸
時
代
の
平
仮
名
字
体
の
特

徴
が
明
ら
か
に
す
る
地
道
な
調
査
研
究
が
今
後
も
求
め
ら
れ
る
。
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市地英　馬琴読本の平仮名字体

注
1　

浜
田
啓
介
（
一
九
七
九
）
p2
～
（

2　

草
双
紙
類
は
一
七
七
二
～
一
八
三
四
年
の
出
版
物
、
読
本
類
は
一
八
〇
五
～
一
八

三
〇
年
の
間
の
出
版
物
で
あ
る
。

3　

曲
亭
馬
琴
『
近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』（
徳
田
武
校
注
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一

四
年
）
Ｐ
142

（　

式
亭
三
馬
『
昔
唄
花
街
始
』（
天
保
十
五
年
刊
）
の
跋
文
を
参
照
し
た
。（
早
稲
田

大
学
図
書
館
所
蔵
、
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、http://w

w
w

.w
ul.w

aseda.
ac.jp/kotenseki/htm

l/he13/he13_01 （53/index.htm
l

（
二
〇
一
四
年
十
一
月

十
六
日
参
照
））

5　
『

復
讐

小
説

月
氷
竒
縁
』
は
『
馬
琴
中
編
読
本
集
成　

第
一
巻
』（
鈴
木
重
三
・
徳
田
武
編
、

汲
古
書
院
、
一
九
九
六
年
）、『
椿
説
弓
張
月
前
篇
』
は
『
影
印
椿
説
弓
張
月
前
篇
』

（
板
坂
則
子
編
集
、
笠
間
書
院
、
一
九
九
六
年
）、『
南
総
里
見
八
犬
伝
肇
輯
』
は
国
立

国
会
図
書
館
所
蔵
本
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、http://dl.

ndl.go.jp/info:ndljp/pid/25 （（33（?tocO
pened=1

（
二
〇
一
四
年
十
一
月
十
六
日

参
照
））
を
資
料
と
し
た
。

（　

以
降
、
便
宜
的
に
資
料
の
名
称
を
月
氷
、
弓
張
月
、
八
犬
伝
と
省
略
す
る
。

（　

恋
川
春
町
『
無
益
委
記
』
（（
（
久
保
田
（
一
九
九
六
））、『
金
銀
先
生
再
寝
夢
』
9（

（
久
保
田
（
一
九
九
八
））、
十
返
舎
一
九
『
心
学
時
計
草
』
（5
、『
新
鑄
小
判

』
（3
、

『
奇
妙
頂
礼
胎
錫
杖
』
（9
、『
怪
談
筆
始
』
（（
、『
化
物
小
遣
帳
』
（（
（
以
上
六
作
品
矢

野
（
一
九
九
〇
））、
芝
全
交
『
大
悲
千
禄
本
』
（3
（
久
保
田
（
二
〇
〇
二
））
と
比
較
。

（　

以
後
、
平
仮
名
字
体
を
示
す
際
は
、【　

】
で
囲
ん
で
、
現
行
仮
名
字
体
に
近
い
も

の
は
そ
の
字
体
を
使
用
し
【
あ
】
の
よ
う
に
記
す
。
現
行
仮
名
字
体
に
な
い
平
仮
名

字
体
は
、
原
則
と
し
て
字
母
で
示
し
、【
阿
】
の
よ
う
に
示
す
。
同
じ
字
母
の
平
仮
名

字
体
が
複
数
あ
る
場
合
に
は
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
分
け
、【
可
1
】【
可
2
】
の
よ
う

に
記
す
。
抽
象
的
な
仮
名
の
単
位
は
イ
ロ
ハ
四
十
七
に
ン
を
加
え
た
四
十
八
の
カ
タ

カ
ナ
を
〈　

〉
で
囲
っ
て
〈
ア
〉
の
よ
う
に
示
す
。
尚
、
具
体
的
な
平
仮
名
字
体
の

形
状
は
、
本
稿
末
の
読
本
三
作
品
平
仮
名
字
体
使
用
量
総
覧
に
て
参
照
さ
れ
た
い
。

9　

弓
張
月
に
は
〈
ヱ
〉
に
あ
た
る
字
体
が
本
文
中
に
現
れ
な
か
っ
た
が
月
氷
と
八
犬

伝
の
【
ゑ
】
の
扱
い
優
先
し
て
Ａ
に
含
ん
だ
。

10　

内
田
（
一
九
九
八
ｂ
）（
二
〇
〇
〇
）、
久
保
田
（
一
九
九
七
）（
二
〇
〇
二
）（
二

〇
〇
九
）、
矢
野
（
一
九
九
〇
）（
一
九
九
二
）、
玉
村
（
一
九
九
四
）
の
黄
表
紙
、
合

巻
、
滑
稽
本
、
人
情
本
な
ど
を
参
照
。

11　

久
保
田
（
一
九
九
五
）（
一
九
九
七
）、
矢
野
（
一
九
九
〇
）
に
指
摘
が
あ
る
。

12　

久
保
田
（
一
九
九
七
）
で
『
浮
世
風
呂
』
の
用
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
古

く
か
ら
「
け
ふ
」
を
【
介
】
で
書
く
こ
と
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
久

保
田
（
二
〇
〇
九
）
の
洒
落
本
『
傾
城
買
二
筋
道
』
に
用
例
が
あ
る
。

13　

内
田
（
一
九
九
八
ａ
）、
久
保
田
（
一
九
九
六
）（
一
九
九
八
）
に
報
告
が
あ
る
。

1（　

行
頭
行
末
、
改
行
は
「
｜
」
で
表
わ
す
。

15　

久
保
田
（
一
九
九
七
）
で
『
浮
世
風
呂
』
に
促
音
表
記
が
「
川
」
の
漢
字
に
近
い

形
の
字
体
に
偏
っ
て
い
た
と
あ
る
。
玉
村
（
一
九
九
四
）
で
『
春
色
梅
兒
譽
美
』
に

同
じ
く
促
音
に
用
い
る
傾
向
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

1（　

矢
田
（
一
九
九
六
）
参
照
。

1（　

坂
梨
（
一
九
七
九
）
に
【
盤
1
】
が
行
末
に
使
わ
れ
る
場
合
が
詳
し
い
。

1（　
【
満
2
】
は
久
保
田
（
一
九
九
七
）
で
滑
稽
本
『
浮
世
風
呂
』、
同
（
二
〇
〇
九
）
で

洒
落
本
『
傾
城
買
二
筋
道
』
に
も
み
ら
れ
る
が
、
特
徴
的
な
用
法
は
見
出
さ
れ
な
い
。

参
考
文
献

内
田
宗
一
（
一
九
九
八
ａ
）「
黄
表
紙
・
洒
落
本
の
仮
名
字
体
―
恋
川
春
町
自
筆
板
下
本

に
つ
い
て
の
比
較
考
察
―
」『
国
語
文
字
史
の
研
究
四
』
和
泉
書
院

内
田
宗
一
（
一
九
九
八
ｂ
）「『
偐
紫
田
舎
源
氏
』
の
仮
名
字
体
―
作
者
自
筆
校
本
と
板

本
の
比
較
考
察
―
」『
待
兼
山
論
叢
』
三
十
二
号

内
田
宗
一
（
二
〇
〇
〇
）「
馬
琴
作
合
巻
『
金
毘
羅
船
利
生
纜
』
の
仮
名
字
体
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筆
耕
に

よ
る
表
記
の
改
変
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
国
語
文
字
史
の
研
究
五
』
和
泉
書
院

久
保
田
篤
（
一
九
九
五
）「
草
双
紙
の
用
字
法
―
赤
本
の
仮
名
字
体
の
用
法
を
中
心
に

―
」『
国
語
学
論
集
：
築
島
裕
博
士
古
稀
記
念
』
汲
古
書
院

久
保
田
篤
（
一
九
九
六
）「
恋
川
春
町
『
無
益
委
記
』
の
表
記
―
平
仮
名
の
字
体
に
つ
い

て
―
」『
茨
城
大
学
文
学
部
紀
要
（
人
文
学
科
論
集
）』
二
十
九
号

久
保
田
篤
（
一
九
九
七
）「『
浮
世
風
呂
』
の
平
仮
名
の
用
字
法
」『
成
蹊
國
分
』
三
〇
号

久
保
田
篤
（
一
九
九
八
）「『
金
々
先
生
栄
花
夢
』
の
文
字
の
用
法
に
つ
い
て
」『
東
京
大

学
国
語
研
究
室
創
設
百
周
年
記
念
国
語
研
究
論
集
』
汲
古
書
院

成蹊国文48（市地英）.indd   154 2015/02/13   14:55:07



― 155 ―

成蹊國文　第四十八号　（2015）

久
保
田
篤
（
二
〇
〇
二
）「
江
戸
時
代
後
期
の
平
仮
名
・
片
仮
名
に
つ
い
て
」『
日
本
語

の
文
字
・
表
記
―
研
究
報
告
論
集
―
』
国
立
国
語
学
研
究
所

久
保
田
篤
（
二
〇
〇
九
）「
江
戸
板
本
の
表
記
の
多
様
性
―
洒
落
本
『
傾
城
買
二
筋
道
』

の
場
合
―
」『
成
蹊
國
文
』
四
十
二
号

坂
梨
隆
三
（
一
九
七
九
）「
曾
根
崎
心
中
の
「
は
」
と
「
わ
」
―
そ
の
仮
名
遣
と
仮
名
の

字
体
に
つ
い
て
―
」『
茨
城
大
学
人
文
学
部
紀
要
（
人
文
学
科
論
集
）』
十
二

号

佐
藤
麻
衣
子
（
二
〇
〇
九
）「
享
保
期
浄
瑠
璃
本
の
仮
名
文
字
遣
い
―
『
出
世
握
虎
稚
物

語
』
に
お
け
る
「
り
」「
し
」「
じ
」
の
調
査
か
ら
―
」『
国
文
目
白
』
四
十
六

号

玉
村
禎
郎
（
一
九
九
四
）「『
春
色
梅
兒
譽
』
に
お
け
る
仮
名
の
用
字
法
」（『
国
語
文
字

史
の
研
究
二
』
前
田
富
祺
・
国
語
文
字
史
研
究
会
編
、
和
泉
書
院
、
一
九
九

四
年
一
月
）

野
口
義
廣
（
一
九
七
三
）「
浄
瑠
璃
丸
本
の
表
記
を
め
ぐ
っ
て
―
平
仮
名
字
体
に
つ
い
て

―
」『
文
獻
探
究
』
十
二
号

浜
田
啓
介
（
一
九
七
九
）「
板
行
の
仮
名
字
体
―
そ
の
収
斂
的
傾
向
に
つ
い
て
―
」『
国

語
学
』
第
一
一
八
号

前
田
富
祺
（
一
九
七
一
）「
仮
名
文
に
お
け
る
文
字
使
用
に
つ
い
て
―
変
体
仮
名
と
漢
字

使
用
の
実
態
―
」『
東
北
大
学　

教
養
部
紀
要
』
第
十
四
号

三
原
裕
子
（
一
九
九
八
）「
江
戸
後
期
咄
本
に
お
け
る
仮
名
の
用
法
を
め
ぐ
っ
て
」『
国

文
学
研
究
』
第
一
二
六
集

矢
田
勉
（
一
九
九
六
）「
異
体
が
な
使
い
分
け
の
衰
退
―
ト
の
仮
名
の
場
合
」『
国
語
学

論
集
（
山
口
明
穂
教
授
還
暦
記
念
）』
明
治
書
院

矢
野
準
（
一
九
九
〇
）「
一
九
の
文
字
生
活
―
蔦
屋
黄
表
紙
五
種
の
仮
名
表
記
の
実
態
を

中
心
に
―
」『
近
代
語
研
究　

第
八
集　

吉
田
澄
夫
博
士
追
悼
論
文
集
』
武
蔵

野
書
院

矢
野
準
（
一
九
九
二
）「
一
九
自
画
作
黄
表
紙
の
文
字
遣
い : 

榎
本
版
四
種
を
中
心
に
」

『
国
語
国
文
研
究
と
教
育
』
二
十
七
号

（
い
ち
じ
・
え
い　

平
成
二
十
五
年
度
大
学
院
博
士
前
期
課
程
修
了
生
）
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読本三作品平仮名字体使用量総覧

仮名 字体 月氷 弓張月 八犬伝

ア
あ 113 9（ 90
阿 1 9 0

イ
い （（ 99 95
以 21 2 （

ウ う 25 50 2（
エ え 5 2（ （

オ
お１ 1（ （（ 32
お２ 32 0 0
於 1 0 0

カ
可１ 155 29（ 2（5
か 21 35 3（

可２ 1 11 0

キ
き （ （5 1（
起 51 25 10（

ク
く１ （（ 1（（ （（
く２ 9 11 （

ケ
介 13 5（ 2（
け 2（ 20 （3
希 0 （ 0

コ
こ 11（ 153 （2
古 1（ 2 23

サ
さ 2（ （9 10（
佐 1 0 0

シ
し１ 23（ 3（（ 29（
志 （5 50 30

し２ 0 3（ 55

ス

春 10（ 1（9 12（
す 0 9 0

須１ 35 15 （（
須２ 2 0 0

セ
せ１ 2（ （2 92
せ 2 0 （ 0
世 1 0 0

ソ そ 5（ 151 （（

仮名 字体 月氷 弓張月 八犬伝

タ
多 （（ 133 11（
た （（ 1 （
堂 1（ 0 0

チ ち （9 35 2（

ツ

つ 20 （（ 35
川１ 19 3 29
川２ 3 （ 0
徒 9 （ 0
津 0 1 0

テ
て 115 （0 （（
天 1（（ 350 2（（
亭 5 0 0

ト

と１ 15（ 300 31（
と２ （9 0 0
と３ 0 55 23
登 （ 1 0

ナ

奈１ 13（ 21 209
な 21 （3 （

奈２ 0 101 0
奈５ 0 2 0
那 3 0 0

ニ

尓１ 39 315 301
尓２ 2（（ 9（ 22（
に 1（ 1 0
丹 0 （1 0

耳１ 1 1 0
耳２ 3 0 0

ヌ ぬ 13 10 25

ネ
年 1 1 （
ね （ （ 2
祢 0 0 5

ノ

の 2（（ 505 3（2
乃 1 0 11

能１ 5（ 1（ （
能２ 1 0 0
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仮名 字体 月氷 弓張月 八犬伝

ハ

者 3（ 35 2（
八 1（（ 3（（ 35（

盤１ 1（ 13 （
盤２ 1 0 0
は 0 0 1

ヒ
ひ 32 131 （（
飛 25 5 3

フ
ふ （0 103 （（
婦 （ 3 1

ヘ
へ （2 1（0 （9
遍 13 0 0

ホ
本 3 （ （
保 1（ 32 12
ほ 0 5 （

マ

ま 30 2 （
末 （ （（ 59

満１ 1 0 1
満２ 11 （ 1

ミ
三 2（ 51 （0
み 2 0 （

ム む 19 21 21

メ
め 9 2（ 30

免１ 0 1 1
免２ 20 0 0

モ

毛１ 55 （1 （2
も 0 1（3 0

毛２ 50 23 0
毛３ 0 0 151
毛４ 3 3 3

ヤ
や （ 22 3（
也 1（ 3（ 22

ユ
ゆ 1 3 （

由１ （ 2 （
由２ （ 1 0

ヨ よ 50 （9 （1

仮名 字体 月氷 弓張月 八犬伝

ラ
ら （ 15 15

良１ 109 0 0
良２ 0 131 1（5

リ
り 1（3 312 302
里 30 19 5

ル

る１ 3（ 5（ 5（
る２ （1 1（（ 1（1
累 2 2 0
類 1（ 1 2

流１ 0 2 12
流２ 0 0 3

レ
れ （1 1（9 115
連 （（ （（ 109

ロ
ろ （（ 23 19
路 0 9 0

ワ 王 25 3（ 3（
ヰ ゐ 3 20 3
ヱ ゑ （ 0 3

ヲ
を 30（ 3（0 255
越 （ （ 90

ン ん 2（ （1 （3
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